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序文

八千代市は千葉県北西部に位置し，印脂沼と新川周辺に広がる台地上や低地

の地の利を得て，農業を中心として成長してきました。他面，首都30キロ圏に

位置していることから，昭和30年代以降は経済の高度成長化に伴い，首都圏の

住宅都市としての性格を強めてきました。本市は，都心や近郊都市への通勤工

リアとして京成電鉄線第 3セクターの東菜高速鉄道等の交通網が整備され，

また大学の誘致と周辺に住宅を整備した文教都市としての事業も，成果をあげ

つつ更に進められています。一方，市中央部を南北に貫流する新川を中心とし

た河川を市民の憩いの場とする目的で，遊歩道の整備や新川千本桜植栽事業と

して川沿いに桜を植樹する計画も進められています。

今回の発掘調査の契機となった宅地造成事業は，市域南部の京成大和田駅に

至近の位置にある八千代台北17丁Hに，住宅を供給する事業が計画されたため

調査を実施しました。

調壺の結果，古墳時代後期を中心として平安時代前期の集落跡を発見すること

ができました。遺物は，縄文時代中期前半の土器，古墳時代後期の竪穴住居跡か

らの一括資料等良好な状態で出土しました。

本書を刊行するにあたり，この報告書が八千代市の原始・古代を考古資料を

通じて考えるきっかけになっていただければ幸いと思います。

最後に発掘調介から報告書刊行に至るまでご指導・ご協力いただいた千葉

県教育庁文化財課，八千代市教育委員会，岩井富久氏，岩井稔氏をはじめ，関

係諸機関の皆様に対して深く感謝いたします。また，市街地の発掘調査での苦

労を共にわかちあっていただいた調査貝・調杏補助員の方々，期間の限られた

中での整理作業に従事いただいた整理補助員の皆様にもあわせてお礼申し上げ

ます。

平成15年12月22日

八千代市遺跡調杏会

会長 三浦幸子



凡例

1 本書は，千葉県八千代市八千代台北17丁目1622番に所在する，内込遣跡b地点の発掘調壺報告書である。

2 調脊は，土地所有者岩井富久氏の委託を受け，八千代市遺跡調査会が平成13.14年度に実施した。

3 発掘調査• 本整理作業は以下のとおり実施した。

確認調査 本調査

期 間平成13年12月78~平成14年1月88 期 間平成14年2月1日～平成14年5月98

面積 236rrl /2,013rrl 面 積 1,500面

担 当朝比奈竹男 担 当 朝比奈竹男・森竜哉

備 考平成13年度国庫県費補助事業 備 考 八千代市遺跡調壺会委託事業

本整理作業

期 間平成15年 9月1日～平成15年12月26日

担 当森竜哉

備 考八千代市遺跡調査会委託事業

4 本書の編集・執筆は，森竜哉が行った。

5 現地での遺構・遺物出士状況写真は調壺員の川口貴明が．報告書掲載の遺物写真は森竜哉が撮影

した。

6 本書の作成・刊行については，下記の整理補助員と森が協力して行い，森が統括した。

〔整理補助員〕小林孝彰小弓場直子立松紀代美寺澤洋子野中則子 日向洋子細川麻里

山下千代子

7 出土遣物，実測図等の資料は，八千代市教育委員会において保管している。

8 本書の遺構番号は，発掘調査時のまま使用している。

9 遺構・遺物の縮尺は下記のとおり統一しているが，位置図，全体図等の特殊なものについては別

記している。

〔遺構〕竪穴住居跡 (D)1/80 掘立柱建物跡 (H)1/80 ピット (P)1/40 

〔遣物〕土器・石器・土製品・鉄器1/4 石鏃2/3 小型土製品1/2

10遺物実測図中の土器断面のヒゲ線は，切離しないしヘラ削り調整の範囲を表している。

11 土器実測図の中軸線サイドの空きは，復元実測をしたことを示したものである。

12遺構・遺物のスクリーントーンは下記のとおり統一している。

焼士・赤色塗彩 亡ニコカマド袖・須恵器・黒色処理

13本書使用の地形図は，下記のとおりである。

第2図 国土地理院発行 1/50,000「佐倉」 (NI-54-19-14)

第3図 参謀本部陸軍部測量局発行 1/20,000 第一軍管区地方迅速測図（明治15年発行）

第4図 八千代市発行 1/2,500 八千代都市計画基本図

14 発掘調在から整理作業において下記の諸氏・機関にご指導，ご協力いただきました。記して感謝い

たします。（敬称略）

岩井富久岩井稔田中裕松田礼子松本太郎千棄県教育庁文化財課八千代市教育委員会
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第 1章 序 説

第 1節調査に至る経緯

平成13年10月，岩井稔氏から宅地造成のため当該地にかかる埋蔵文化財の有無について，八千代市教

育委員会宛て照会文書が提出された。これを受け市教育委員会が現地踏在を実施した。照会地は周知の

遺跡範囲内であり，照会地内でも土師器等の遺物が散布している状況であった。また，東側隣接地にお

いて平成 9年に本調杏を実施し，古墳時代後期の竪穴住居跡を中心に遺構が検出された。遺構は今回照

会地にも及んでいることから，岩井氏に遺跡が所在する旨を回答した。

岩井氏との協議では，氏が事業を進めていきたい旨の判断があり，市教育委員会ではこれを受けて，

記録保存として発掘調壺を実施することとなった。確認調壺は，事業計画が整い士木工事にかかる発掘

の届出を待って平成13年12月7日～平成14年1月8日にかけて実施した。調杏の結果，当初の想定どお

り古墳時代後期と奈良• 平安時代の遣構，遺物を検出することができた。

第2節 調査の方法と経過

確認調査の成呆から，耕作士下がソフトロームという基本層序だったため，遺物但含層については考

慮せずにソフトローム層上面を確認面とした。

調壺区の設定は，公共座標系に沿って20m方眼を設定し 1グリッドとした。 1グリット内を 5m毎に

分割して小グリッドとした。 1グリッドは16に分割される。呼称方法は東西にアルファベット，南北に

ローマ数字とし，遺構外出土遺物や遺構位置は小グリッド名をもって扱った。（第 1図参照）

調査の経過は，平成14年2月1日~5月9日の期間をもって実施した。 2月1日~7日重機による表

土剥ぎ， 8日~13日遺構プラン確認作業， 2月14日~3月15日20D,22D~24D, ピット等遣構調査， 3月

18日~4月4日08D,09D,19D,21D遺構調査， 4月5日~26日ピット，溝状遣構，カマド調査，遺構平面実

測図作成を行う。その後，遺跡全景撮影，住居・カマド掘り方等補足調査を行った。この間に遺物洗浄，

注記等を実施し，最終的に 5月9日をもって現場撤収を完了し現場における全作業を終了した。

第3節遺跡の位置と環境

八千代市は千葉県の北半を占める下総台地上に位置する。台地の標高は20~50mであるが，市域では

20~30mを測る。市内での標高の最高点は南西部の39.lm, 最低点は北部の神崎川と新川の合流地点の

Umである。おおまかに南西部で高く，東から北に向けて高度を減じていく台地の形状となっている。

このため，河川の流れる方向も東ないし北となる傾向が見られる。台地を開析する河川は，市域中央

を北流していた新川を核として，東流して新川に合流する神崎川，桑納川，高津川，北流して花見川と

新川の分水嶺付近に至る勝田川，北流して印樅沼南岸に至る井野川に分類される（水系図参照）。また，

台地はおおむね 3枚の段丘から成り，標高25~30mの下総上位面，標高20~25mの下総下位面，標高11

~15mの千莱段丘面に分けられる。5m以下は沖積地である。市内の遺跡はこの 3枚の段丘上に位置し，

内込遺跡は高津川南岸の千葉段丘面に占地している。

市内の遺跡について，時代侮に概観していくこととする。

旧石器時代では，萱田遺跡群が圧倒的にその調査例が多い。その内，北海道遺跡(37)でブロック63カ所，

白幡前遣跡 (40)でブロック56カ所と多く，他では30カ所程度である。また，新川東岸の村上遺跡群 (18)

でm層の礫群が，その南の沖塚遺跡では環状ブロックが検出されている。吉橋の高本地区や大和田新田

芝山遺跡 (30), 仲ノ台遺跡 (31), 高津新山遣跡 (2)でブロック，遺物集中地点が検出された。概観

すると新川の萱田・村上地区，桑納川南岸奥部，高津川南岸に集中が認められる。

縄文時代では，市内最南部の八千代台南に所在する大請遺跡で早期前半（夏島式）の竪穴住居跡が単
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独で検出されている。早期後半では，北部遺跡群中 (4.5)の真木野向山遺跡と瓜ヶ作遺跡で101基，上

谷遺跡 (12) で200基を超える炉穴が検出されている。他には下高野新山遺跡 (14) で炉穴群が検出さ

れている。前期半ば（黒浜式）では，仲ノ台遺跡 (31)'ヲイノ作南遺跡 (32) で黒浜式期の竪穴住居

跡が比較的まとまって検出された。前期後半では，上高野地区南側に所在する新林遺跡 (21) を主体と

して，上谷津台南遺跡 (19), 二重堀遺跡 (20), 黒沢池上遺跡 (22) がある。新林遺跡では同時期の竪

穴住居跡，竪穴状遺構15基，土坑111基が検出された。北部遺跡群中 (4.5)の真木野向山遺跡と瓜ヶ作

遺跡で同時期の竪穴住居跡17軒が検出された。中期では前半については上谷遺跡 (12), 黒沢池上遺跡

(22) , 西内野遺跡 (29) に遺構が希薄に分布する程度だが，後半については北部遺跡群中 (4.5)の真

木野向山遺跡，東山久保遺跡，佐山台遺跡 (5)や新林遺跡 (21)'黒沢池上遺跡 (22), 追分遣跡 (23), 

桑納前畑遺跡 (25), 長兵衛野南遣跡 (33), 高津新山遺跡 (2) と小規模だが市域全体に広がっていく

傾向が見られる。後期では佐山貝塚 (3)'神野貝塚 (9)といった貝塚が形成されるが，その他では大

和田新田芝山遣跡 (30) やヲイノ作南遺跡 (32)北側のヲイノ作遺跡で単独の竪穴住居跡が検出されて

いるのみである。晩期は佐山貝塚 (3)'高津新山遣跡 (2)等に遣物が出土するのみで遺構は検出され

ていない。

弥生時代では，中期後半において市域北側に遺跡が展開している。田原窪遺跡 (4)では環濠内に竪

穴住居跡41軒，逆水遺跡 (10) では四隅にブリッジを持つ方形周溝墓6基，栗谷遺跡 (11) では竪穴住

居跡群と方形周溝墓群がセットで検出された。後期には遺跡数が増大する。萱田遣跡群では，権現後遣

跡 (35), 北海道逍跡 (37) で竪穴住居跡が各々73軒，東部遣跡群中の栗谷遣跡 (11)'上谷遺跡 (12)

においてもまとまりをもって検出された。その他では，逆水遺跡 (10)4軒，浅間内遺跡 (17)16軒，村

上遣跡群 (18)14軒，桑橋新田遺跡 (27)3軒，新川西岸の萱田町地区に所在する川崎山遺跡，上ノ山遺

跡等から竪穴住居跡が検出された。桑納川南岸の吉橋・大和田新田地区，井野川西岸の下高野・上高野

地区を除いて，遺跡が展開している。

古墳時代では，弥生時代終末～古墳時代初頭にかけてはヲサル山遺跡 (36) で34軒，新川西岸の萱田

町地区に所在する川崎山遺跡において29軒が検出された。前期では遺跡数が増加する。佐山台遺跡(5)

では229軒，桑橋新田遺跡 (27) では確認調査段階だが170軒を超える。その他では北部遺跡群 (4.5)

中の田原窪遺跡 (4)で29軒，真木野向山遺跡・東山久保遣跡・瓜ケ作遺跡・松原遣跡では20軒単位で

検出された。島田込ノ内遺跡 (7)で12軒，栗谷遺跡 (11)'上谷遺跡 (12), 南谷遺跡 (13), 浅間内

遺跡 (17), 作ケ谷津遺跡 (24) , 高津新山遺跡 (2) に検出例がある。中期では遣跡数，遺構数共に少

ない。萱田遺跡群中の権現後遺跡 (35) で5軒，北海道遺跡 (37) で22軒，菅地ノ台遺跡 (34) で6軒，

新川西岸の萱田町地区に所在する川崎山遺跡において31軒，その他内込遺跡 (1)'栗谷遺跡 (11)'上

谷遺跡 (12) から数軒程度の規模で検出された。後期では内込遣跡 (1)で20軒，北部遺跡群中の田原

窪遺跡 (4)で13軒，その他下高野新山遺跡 (14), 持田遺跡 (16), 菅地ノ台遺跡 (34), 権現後遺跡 (35)

等に小規模に分布する。遺跡の時期的変遷からみると，弥生時代終末～古墳時代初頭に新川中流域に人

の居住が認められ，前期中菓～後半に市域全体に遺跡数が増加し，中期では萱田地区周辺に石製模造品

工房跡を主体とした集落が営まれるが規模は縮小する。後期は，中期より集落の規模は大きいが前期の

比ではない。時期的には 6世紀後半~7世紀代に集中している。古墳については，「内込遣跡発掘調壺

報告書」 2001八千代市遺跡調在会に詳細を掲載しているので参照されたい。

奈良• 平安時代では，古墳時代前期より更に遺跡数と遺構規模の拡大が見られる。時期的には 7世紀

末葉~8世紀半ばでは遣構が少なく， 8世紀後半~9世紀半ばないし後半に画期的に増大し，それ以降

減少していく傾向にある。遺跡では高津新山遣跡 (2)'栗谷遺跡 (11),上谷遺跡 (12), 村上遺跡群 (18),
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第2図 周辺の遺跡分布図 (S= 1 : 60,000) 

1. 内込遺跡（縄文・古墳• 平安） 2. 高津新山遺跡（縄文・古墳・奈良• 平安）

3. 佐山貝塚（縄文後期） 4. 田原窪遺跡（弥生中期） 5. 佐山台遺跡（古墳前期）

6. 平戸台古墳群（古墳後期） 7. 島田込ノ内遺跡（古墳前期・奈良• 平安）

8. 神野芝山占墳群 9. 神野貝塚（縄文）10. 逆水遺跡（弥生中．後期・中近世）

11. 栗谷遺跡（縄文・弥生中．後期・余良• 平安）12. 上谷遺跡（縄文早期・奈良• 平安）

13. 南谷遺跡（弥牛・古墳前期）14. 下高野新山遺跡（縄文・古墳）15. 米本城跡（中肌）

16. 正覚院館跡・持田遺跡（古墳後期・中世）17. 浅間内遺跡（縄文・ 弥生・奈良• 平安）

18. 村上遺跡群（旧石器・弥生・古墳・奈良・平安） 19. 上谷洋台南遺跡 20.二重堀遺跡

・21新林遺跡・22.黒沢池上遺跡（縄文早．前．中期） 23. 追分遣跡（縄文中期・半安）

24. 作ケ谷津遺跡（縄文・ 古墳• 平安）25. 桑納前畑遺跡（縄文中期・奈良•平安）

26. 桑納古墳群（古墳後期） 27. 桑橋新田遺跡（縄文中．後期・弥生・古墳前期）

28. 吉橋城跡（中世） 29. 西内野遺跡（縄文前．中期）

30. 大和田新田芝山遣跡（旧石器・縄文前．後期・奈良・平安）

31. 仲ノ台遺跡（旧石器・ 縄文前期・ 平安） 32. ヲイノ作南遺跡（縄文前期）

33. 長兵衛野南遺跡（縄文中期） 34. 菅地ノ台遣跡（弥生・古墳中期・奈良• 平安）

35. 権現後遺跡（旧石器・弥生・古墳・奈良・平安）

36. ヲサル山遺跡（旧石器・弥生・古墳・奈良・乎安）

37. 北海道遺跡（旧石器・弥生・古墳・奈良・平安） 38. 坊山遺跡 OR石器・縄文）

39. 井戸向遣跡 40.白幡前遺跡（旧石器・弥牛・古墳・ 奈良・平安）

ゴシック体は主体となる時代を示す。 4.5は北部遺跡群，11.12は東部遺跡群， 18は村上遺跡群，

35-40は萱田遣跡群を表す。
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北海道遺跡 (37), 井戸向遺跡 (39), 白幡前遣跡 (40)等が主体となる時期の遺跡で，竪穴住居跡だけ

でも 100軒を超えている。またこれらの遺跡からは墨書士器類の出土が多く知られており，八千代市域

の奈良• 平安時代を考える上で非常に重要である。

中世では米本城跡 (15), 正詑院館跡 (16), 吉橋城跡 (28)等の城館跡を中心として，除々に調査

による成呆が上がっている。正覚院館跡では 2回の調査において，土塁や堀の形状，遺物では康応 2年

(1390)銘の武蔵型板碑，北宋銭（景徳元賓），陶磁器片等館跡の利用形態を伺い知る遺物が発見された。

吉橋城跡では， 2郭からなる部分の内部の確認調査においてピット群を確認しているが， 100m程離れた

2地点の確認及び本調査において堀跡土塁，整地遺構，地下式城等の遺構を検出した。これは，単に城

跡が士嬰と堀のみの一構築物ではなく，縄張り内に他の施設を併設していたと考えられる証左であろう。

第 2草 検出された遺構と遺物

第 1節縄文時代

今回の調査では遺物を伴う遺構は検出されなかったが，形状・ 覆土の状態，縄文時代の出士遺物から

202P (陥穴）， 205P(炉穴）を当該時期の遺構と想定した。前回 (a地点）の調壺においても同遺構が検

出されていることから，早期～中期の士地利用が伺われる。また，遺物では早期条痕文系土器，中期中

菓の土器が30点程度出土している。以下，遺構・遺物について概要を述べる。

2 0 2 P (第7図写真図版11)

調在区西側のBIII -9.lOGに位置する。掘り込みも明確で良い状態で遺存する。ややいびつな楕円形

で長軸3.22m,短軸1.49m,深さ1.55mを測る。長軸方位はN-29°-Wである。壁面は長軸で中場～底面に

かけてオーバーハングし，短軸でろう斗状の断面を持つ。底面はやや凹凸が見られるが，平坦を意識し

ている。また， 5層以下は下位段丘堆積物を含んでおり，粘士化している。覆土は1.2層が黒色上主体の

自然堆積層で， 3層以下はローム，ロームブロック混じりの褐色土である。 5層以下では締まりに欠ける

層である。

2 0 5 P (第7図写真図版11)

調在区東端のDIII -8Gに位置する。浅い掘り込みで調査時の掘り過ぎで遺存悪い。ややいびつな円形

で0.38m, 深さ0.07mを測る。壁面は緩やかに立ち上がる。底面は平坦で皿状の断面を持つ。覆土は焼

土粒を少量含む褐色土の単一層である。

縄文時代出土遺物（第8図 写真図版12)

出士土器は砕片を含めると19点あるが， 11点を図示した。他に耳飾？，石鏃，磨石が出土している。 1.

2は早期条痕文系土器で，共に条痕は浅く明瞭ではない。 3~8は中期阿玉台式である。 3は隆帯下に単

列角押文， 4.5は波状口縁部で新しい段階に位置づけられる。 6は複列角押文を口縁下に施文する。 7は

横位波状沈線文， 9~11は阿玉台式並行の勝坂系士器である。 9は横位沈線下に縦位沈線が施文される。

10は隆帯に沿って竹管状工具による押引文と細沈線を施文している。11も10に類似する。

第1表縄文時代遺物観察表

挿図番号 器 種 計 測 フ_ー, 夕 手 法 上 の 特 徴

8図12 磨石—敲石 砂岩質 全長7.4cm幅2.7cm重さ755g断面四角形で各々の辺において磨り跡が見られる。下端部に敲

打痕跡あり。

13 土製耳飾？ 両端欠損の土製政状耳飾か。遺存長3.5cm幅19cm重さ7.0g 胎土は雲母．長石，石英，小礫粒混入。

色調は淡橙褐色。なで整形。

14 石鏃 黒曜石 全長14cm幅2.7cm重さ1.0g両面に稜をもつ丁寧な作り。茎部に緩い扶り。基部先端一部欠
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205P土層説明

1. 褐色土焼土粒を少量混入。粘性弱く．

締まりやや強い。

A•-15.80m ー・A'
202P土層説明

l. 茶褐色土 耕作士に近似。粘性弱く．締まりややある。

2. 黒褐色土 ローム粒少量混入。粘性弱く．締まり強い。

3. 褐色土 ローム士主に.2層と滉合している。締まり強い。

4. 褐色土 色調は 3層より明るい。

5. 褐色土 5-15mm大のローム粒比較的多く含む。黒褐色土の混入は見られない。

6. 褐色士 5-50mm大のローム多量に含む。締まり全くなく，ぽそぼそ。

7. 褐色土 5-lOmm大のロームやや多く含む。10cm大ロームプロック少量含む。粘性ややあり。

締まりなくぼそぼそ。やや．灰色がかる。

5-lOmm大のローム混入。底面は褐色粘士の成田層である。8. 褐色土

第7図 202P・205P遺構実測図
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第8図 縄文時代出土遺物
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第2節古墳時代

本遺跡の主体となる時期で竪穴住居跡 6軒，床硬化面 1箇所，掘立柱建物跡 l棟を検出した。時期は

6枇紀後半~7恨紀前半以降に位置づけられる。竪穴住居跡の主軸方位についてはN-W方向で20゚程

度の振り幅は見られるが， 3軒についてはほぽ同主軸である。カマド位置については，全遺構が北西～

西方向に偏って見られる。平面規模は7m程度，4.5~5.5m程度の両者に分けられる。掘立柱建物跡につ

いては 1間X 1間の小規模のものであるが， a地点においても同主軸，掘り方規模の同程度のものが検

出されており，群を成していたと想定される。遺物では，土器類では士師器杯を中心として高杯，鉢，

手づくね，甕甑が出土している。須恵器は客体的に蓋杯，短頸壺，甕が見られる。その他，磨り跡が

顕著な土師器体部片，支脚，使用痕の見られる軽石が数点出上した。以下，各遺構と出土遺物について

概要を述べていくこととする。

08D住居跡（第9.10.11図写真図版2.13.14)

平成 9年度の調査で部分的に検出し，今回の調壺で規模が確定した遣構である。調壺区東際のDN-

lグリッドに位置し，主軸方位はN-52°-W, 平面形は6.6mのほぼ方形で，壁高は40~50cmである。

周溝はほぼ全周すると想定され，カマド下においても周回した状態で検出されている。規模は幅15cm,

深さ 5~7cmを測る。主柱穴は 4本で，柱間寸法は4.lm等間である。深さは Pl-53cm,2-77cm, 

3-59cm, 4-9cm, 5-6cm, 6-94cm, 7-58cmを測る。出入り口はカマド対面の P3が該当する。 P4.5は

明らかな掘り込みを持ち，貯蔵用施設と考えられる。カマドは北西壁中央に位置し，袖及び天井部が良

好な状態で遣存している。火床部は袖部中程で 7~8cmの焼土，焼土ブロックが堆積している。煙道

部は45゚ の角度をもって立ち上がっている。袖部の構築は，純度の高い淡褐色粘土を芯として，ローム

混入の砂質粘土を積み重ねている。床面はハードロームを掘り込んで，凹凸面にロームを充填して平坦

面とした地床である。硬化面はハードローム面であり，特定できなかった。覆土はロームブロック混じ

りの暗褐色士～褐色士で 2層以下が人為的埋め戻し土と考えられる。

遺物は，カマド脇に廃棄した状態で14の長胴甕が，西墜際のカマドとコーナーの中間に遣棄された

状態で12,13,15の甕と収納された状態で杯類が出士した。11の須恵器短頸壺胴部片内には重ねた状態で

9,6,5,1の土師器杯と須恵器蓋杯が， 7の土師器杯内にも重ねた状態で4,3,2の須恵器蓋杯類が出土

している。その他床面から平成 9年度調査区で焼土，今回調壺区で炭化材が検出された。柱掘り方上の

焼士や遺物をさけた炭化材の出土状態から，住居廃絶時の意図的な行為と想定される。

第2表 08D遺物観察表 (1)

挿図番号 器種 寸法 (cm) 遺存度 色 調 胎土 手法上の特徴

11図 l須恵器 口径 9.8 完形 淡青灰色 白色粒 天井部及び周縁回転ヘラ削り調整。天井部外面

蓋杯 器高 4.2 に「一」のヘラ記号が見られる。東海産。

2須恵器 口径 9.9 ほぽ完形 淡青灰色 白色粒 天井部及び周縁回転ヘラ削り調整。東海産。

蓋杯 器高 3.6 口縁一部欠

3須恵器 口径 10.4 ほぱ完形 青灰色 ち密 底部周縁及び体部下端回転ヘラ削り調整。

蓋杯 器高 2.6 受部径 9.3 東海産。

4須恵器 口径 10.5 ほぽ完形 淡青灰色 白色粒 底部周縁及び体部下端回転ヘラ削り調整。

蓋杯 器高 3.1 受部径 9.1 東海産。

5土師器 口径 126 ほぽ完形 淡褐色 雲母， 白色粒 口辺部外ー横なで体部外ー横位ヘラ削り

杯 器高 4.1 内ー横位ヘラ磨き 口辺部緩やかに立ち上がる

内面漆仕上げによる黒色処理か。

6土師器 口径 12.1 完形 淡橙褐色 石英，白色粒 口辺部横なで体部外ー横位ヘラ削り 内ー横

杯 器高 4.9 内外面薄く剥離 砂粒 位ヘラ磨き口辺部やや龍立ぎみ

7 土師器 口径 12.6 ほぼ完形 外淡橙褐色～暗 雲母，白色粒 口辺部横なで体部外ー横位～斜位ヘラ削り

杯 器高 41 口縁一部欠 褐色内漆黒色 内ー横位ヘラ磨き炭素吸着による黒色処理

- 8 -
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080土層説明

1. 黒褐色上斑点状に賠褐色十．が混入。

ローム粒 l-2mm大多く

含む。焼上粒微量に含む。

粘性弱く，締まり中。

2. 暗褐色土 斑点状に黒褐色上が混人。

ローム粒 l-2mm大多く

含む。ロームブロック0.5-

2cm少量含む。粘性弱く，

締まり中。

3. 賠褐色土 上層に黒褐色土が混入。ロー

ム粒 l-3mm大多く含む。

ロームブロック0.5-3cm 

多く含む。焼上粒微量含む。

粘性，締まり共弱い。

4. 暗褐色土 上層に黒褐色土が混入。ロー

ム粒 l-2mm大含む。ロー

ムブロック0.5-Zcm少量

含む。粘性弱く，締まり中。

5. 暗褐色士 2-4cm大ロームブロック

混入。ローム粒 l-2mm

大含む。炭化物微量に含む。

粘性，締まり共に弱い。

6. 褐色土 ローム粒 l-2mm大多く

含む。粘性弱く，締まり中。

7. 暗褐色上 褐色土少量混入。ローム粒

l-2mm大含む。粘性弱

く，締まりやや弱。

8. 褐色土 ローム土に暗褐色土が少量

混入。ローム粒 l-2mm

含む。粘性強く，締まり中。

9. 褐色土 ローム粒 l-2mm大含む。

2cm大ロームブロック少量

混入。粘性弱く，締まり中。

CD 

12 

゜
2m 

゜
25cm 

第9図 080遺構実測図 (1)
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08Dカマド土層説明

1. 暗褐色土 暗褐色上主体に淡褐色砂質粘土粒， 3mm大ローム粒，炭化物混入。

2. 淡褐色土 淡褐色砂質粘土。

3. 暗褐色七 黒色土， 3mm大ローム粒主に淡褐色砂質粘土混入。

4. 黒褐色土 黒色土，炭化物， 3mm大焼士粒混合層。

5. 暗赤褐色ナ 黒色土，炭化物， 3mm大焼土粒，淡褐色砂質粘土混合層。

6, 赤褐色土 焼土， 5mm大焼土ブロック混合層。

7. 暗褐色土 ローム，黒色土混合層。

8. 黒褐色士 黒色士主に 3mm大焼士粒況入。

9. 賠褐色土 1層類似。炭化物含まない。

10. 褐色十 ローム，淡褐色砂質粘土，焼土粒混合層。

11. 暗褐色土 淡褐色砂質粘十．混人。

12. 暗褐色上 黒色上主に淡褐色砂質粘土混人。

13. 暗褐色土 黒色土，淡褐色砂質粘土混合層。

14. 褐色土 ローム．ロームブロック，黒色ナ少量の混合層。締まっている。周溝埋土。

15, 賠褐色七 5層類似。ロームやや多い。

16. 賠褐色土 ローム，淡褐色砂質粘ナ，黒色七，焼十．化砂混合層。

17. 賠褐色土 淡褐色砂質粘上，賠褐色土混合層。

18. 淡褐色粘土

B•-15.70m --w 

17 

18 

I:,. 
I
 

~
 

19. 褐色士 淡褐色砂質粘土，ローム土混合層。

20. 暗褐色土 ローム，ロームブロック，黒色上混合層e 床構築而。

゜
lm 

第10図 08D遺構実測図 (2)

.A 

11図 8土師器 口径 13.7 口縁一部欠 橙褐色 白色粒，小礫 口辺部横なで体部外ー底部ヘラ削り後横位ヘラ削り内—

坑 器高 45 なで整形内面と体部外面中位まで炭素吸着による黒色

処理か。

9 土師 口径 13.7 ほぼ完形 橙褐色 白色粒，小礫 口辺部横なで体部外ー底部ヘラ削り後横位ヘラ削り内—

杯 器高 4.9 口縁一部欠 なで整形内面と体部外面中位まで炭素吸着による黒色

処理。

10土師器 遺存蘭 4.9 脚部のみ全 暗赤褐色 白色粒，長石 脚部外ー縦位ヘラ削り 内ーなで整形

高杯 周

11 須恵器 朋部径 17.9 底部～胴部 淡灰色 石英，白色粒 底部～胴部雁曲部 底部回転ヘラ削り調整により丸底状

短頸壺 遣存高 11.3 1/2遺存 東海産

12土師器 口径 13.3 ほぼ完形 暗褐色～淡赤褐 白色粒，長石 口辺部横なで胴部外ー横位ヘラ削り内ーヘラなで

甕 器高 15.0 胴部一部欠 色 石英，雲母 口辺～底部の1/2外面において二次焼成による剥離著し

底径 114 い。

13土師器 口径 12.4 完形 暗褐色～茶褐色 白色粒，石英 口辺部横なで胴部外ー縦位ヘラ削り内ーヘラなで

嘩瓦 器高 19.1 内面において二次焼成による剥離，炭化物の付着著しい。

底径 5.8 

14士師器 口径 21.9 口辺～胴下 外淡褐色～暗褐 白色粒，黒雲 口辺部横なで胴部外ー斜位ヘラ削り内ーヘラなで胴

甕 器高 369 2/3遣存 色内淡橙褐色 母 下半部において二次焼成著しい。

15土師器 口径 20.2 ほぼ完形 暗褐色～茶褐色 白色粒，石英 口辺部横なで胴部外ー縦位ヘラ削り 内ー横位ヘラなで

珈コ 器高 31.1 底径 6.4 長石

16土師器 口径 18.0 口辺～胴下 暗黒褐色～淡橙 白色粒，小礫 口辺部横なで胴部外ー縦位ヘラ削り内ー横位ヘラなで

甕 器高 19.9 半1/3遺存 褐色 長石，雲母 内面で二次焼成の剥離著しい。

17土製品 遺存長 17.1 基底部欠 橙褐色 白色粒，長石 なで整形重さ845.5g

支脚 上部幅 4.2 

第3表 08D遺物観察表 (2)
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09D住居跡（第12.13.14.15図写真図版3.4 .14.15) 

平成 9年度の調壺で部分的に検出し，今回の調査で規模が確定した遺構である。調壺区南東際のCN

-11.15グリッドに位置し，主軸方位はN-52°-W, 平面形は7.lmのほぼ方形で，壁高は30~37cmで

ある。周溝はほぽ全周すると想定されるが，カマド袖部脇で立ち上がっている。規模は輻15cm,深さ 5

~12cmを測る。主柱穴は 4本と想定される。柱間寸法は P2-6間で4.05m, P2-4間で3.7mである。深さ

はPl-45cm,2-45cm, 3-52cm, 4-72cm, 5-39cm, 6-70cmを測る。出入り口はカマド対面の PSが該当す

る。カマドは北西墜中央に位置し，袖部が良好な状態で遺存している。火床部は袖部中程で 4cm程度

の厚さで焼土ブロックが堆積している。煙道部は火床部奥で平坦部を造り，更に奥で70゚ の角度をもっ

て立ち上がっている。袖部の構築は，粘度の高い茶褐色粘土を芯として，砂質粘士を積み重ねている。

床面はハードロームを掘り込んで，凹凸面にロームを充填して平坦面とした地床である。硬化面はハー

ドローム面であり，特定できなかった。覆土はロームブロック混じりの褐色土やロームを主体とした土

層であり，人為的埋め戻し上と考えられる。

遺物は，ほぼ床面直上からの出土で，カマド左袖脇に 7,8,10~16の土師器甕類と17の支脚，右袖脇に

2,4の上師器杯，高杯，カマドと東コーナーの中間に 1の土師器杯， 5,6の高杯脚部，左袖脇ととんで

出土している11の土師器甕がみられる。その他 P6脇から床面から 5cm程浮いて焼士が検出された。お

そらく柱掘り方上にも焼土は分布していた可能性は高く，住居廃絶時の意図的な行為と想定される。

第4表 090遺物観察表 (1)

挿図番号 器種 寸法 (cm) 遺存度 色 調 胎土 手法上の特徴

14図 l土師器 口径 108 ほぼ完形 黒茶色内面剥 白色粒，赤色 口辺部内外，体部内ーヘラ磨き体部外ー横位

杯 器高 37 離著しい。 粒，雲母 ヘラ削り 内外炭素吸着による黒色処理

2土師器 口径 13.0 ほぼ完形 黒茶褐色 白色粒，雲栂 口辺部内外，体部内ー横位ヘラ磨き体部外ー

杯 器高 5.0 横位ヘラ削り 口辺部外面～内面漆仕上げによ

る黒色処理

3土師器 口径 10.0 口辺～体部 外暗褐色 白色粒，雲舟 口辺部横なで体部外ー横位ヘラ削り 内ー横

杯 器高 3.3 2/3遣存 内淡黒灰色 位ヘラ磨き 内面炭素吸着による黒色処理

4士師器 口径 19.8 坪部 1/3遺 外淡茶褐色 白色粒，雲栂 口辺部横なで体部外ー横位ヘラ削り 内ー横

高杯 遺存高 4.6 存 内淡赤褐色 位ヘラ磨き 内面剥離著しい。

5土師器 低径 12.9 脚部全周 脚部外淡橙褐色 白色粒，雲母 脚部外一縦位ヘラ削り内一横位ヘラ削り

高杯 遺存高 80 内黒灰色 杯部内ーヘラ磨き後漆仕上げによる黒色処理か

杯部内淡黒茶色

6土師器 裾部遺存径 脚部全周遺 淡茶褐色 長石，雲栂 脚部外一縦位ヘラ削り後下端部ヘラ削り後横な

高杯 120 存裾部全 で内ーヘラなで後下端部横なで

遺存高 6.5 周欠

7土師器 口径 17.6 口辺～底部 橙褐色 白色粒，雲母 口辺部横なで外ー胴上半～中位縦位ヘラ削り

甕 器高 156 2/3遺存 小礫 後下半横位ヘラ削り 内ーなで調整内面剥離

底径 6.6 痕若干見られる。

8土師器 口径 17.4 口辺部全周 淡赤褐色 白色粒，雲母 口辺部横なで外ー縦位ヘラ削り後ナデ調整

甕 遺存高 73 遺存 内ーなで調整 二次焼成による剥離著しい。13

と同一個体である。

9土師器 遺存高 1.2 口辺全周欠 淡茶褐色 白色粒，雲栂 指なで整形底部木葉痕

手づくね 底径 5.6 

10土師器 口径 20.5 ほぼ完形 淡赤褐色～暗茶 白色粒，雲母 口辺部横なで外一縦位ヘラ削り後横位ヘラ削

甕 器高 25.5 褐色 赤色粒 り 内ー頸部横位ヘラ削り胴上半～下半磨き

底径 9.6 状のなで

11 土師器 口径 18.3 ほぼ完形 暗褐色～茶褐色 白色粒，雲母 口辺部外ー横なで内一横位ヘラ磨き

甕 器高 28.3 服部外ー横位ヘラ削り後下半縦位ヘラ削り

底径 8.6 内ー上半部ヘラなで全体になで整形

12土師器 口径 20.6 口辺～胴部 淡橙褐色 白色粒，雲母 口辺部横なで胴部外ー下半部で横位ヘラ削り

甕 遺存高 225 1/3遺存 砂粒 後上半部縦位ヘラ削り内一頸部～胴上半部で

ヘラなで 下半部なで整形

-12 -
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09D土層説明

1. 褐色士

2. 褐色土

3. 明褐色土

4. 褐色土

5. 褐色土

6
 

褐色士

微粒のローム粒を含む。粘性，締まり共弱い。

1より明るい。微粒のローム粒を含む。粘性，締まり

共弱い。

やや粒の大きいローム粒を含む。粘性，締まり共弱い。

微粒のローム粒を含む。 l-2cm大ロームブロック

混入。粘性やや弱く締まり中。

少景のローム，黒色土混入。粒子粗い。粘性，締まり

共やや弱い。

少量のローム，微量の黒色土混入。粘性，締まり共や

や弱い。

09Dピット土層説明

1. 暗褐色土 l-3rnrn大のローム粒を多く含む。 1-3cm大の

ロームプロック混入。粘性弱く，締まりやや弱い。

2. 暗褐色土 l-3rnrn大のローム粒を含む。 1cm大のロームプ

ロック微量混入。粘性やや弱く．締まり弱い。

3. 暗褐色土 l-3rnrn大のローム粒を含む。粘性やや弱く．締

まり極めて弱い。

1-Zrnrn大のローム粒を少量含む。粘性中，締ま

り弱しヽ。

暗褐色土 1-Zrnrn大のローム粒を少量含む。 1-2 cm大の

ロームブロック微量滉入。粘性，締まり共弱い。

4
 

5
 

褐色土

第12図 090遺構実測図 (1)

- 13 -
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09Dカマド土層説明

1. 暗褐色土 淡褐色砂質粘土，黒色土混合層。焼土粒少量混入。

2. 淡褐色土 淡褐色砂質粘土主に黒色土，焼土粒少量混入。

3. 暗褐色土 ローム，黒色土混合層。締まっている。

4. 暗淡褐色土 黒色士，淡褐色砂質粘土，赤色化砂混合層。

5. 赤褐色士 黒色土，赤色化砂混合層。

6. 暗赤褐色土 ローム，焼土ブロック，黒色土混合層。

7. 黒褐色土 2-3mm大の焼土プロック，ロームプロック混入。

8. 赤褐色土 ローム，焼土ブロックi昆合層。

9. 茶褐色土 淡褐色砂質粘土，ローム，赤色化砂，黒色土混合層。

10. 赤褐色士 ローム，焼土ブロック，赤色化砂混合層。

11. 赤褐色土 赤色化砂

12. 淡褐色砂質粘土袖部分。

13. 淡茶褐色粘土 袖部分構築粘土。

14. 茶褐色土 ローム，淡褐色砂質粘土，焼土粒混合層。

A' 

5 8 

B・ 一16.00m -•B' 
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第13図 09D遺構実測図 (2) ゜
lm 

A' 

14図 13土師器 底径 7.4 底部全周遺 淡赤褐色 白色粒，雲母 胴部外ー下端横位ヘラ削り なで整形内ーな

甕 遺存高 6.5 存 で整形二次焼成による両面剥離著しい。

8と同一個体

14土師器 底径 70 底部全周遺 淡赤褐色 白色粒，雲栂 胴部外ー下端縦位ヘラ削り二次焼成による内

甕 遺存閥 5.1 存 面剥離著しい。

15土師器 底径 7.2 底部～胴下 暗橙褐色 石英，長石 胴部外ー下端ヘラ削り二次焼成による内面剥

甕 遺存高 12.3 半全周遺存 砂粒 離著しい。

16土師器 底径 8.9 底部～胴下 茶褐色 雲母，長石 胴部外ー下端横位ヘラ削り後下位斜位ヘラ削り

甕 遺存高 71 半1/2遺存 内ーヘラなで両面剥離著しい。

17土製品 全長 18.6 完形 橙褐色 白色粒，長石 なで整形重さ807.5g指頭痕が顕著。基底部

支脚 上部幅 3.8 基底幅 9.3 二次焼成によりもろい。

15図 18土製品 上辺 3.2 完形 外暗黒灰色 赤色粒 重さ57g 土師器甕上半部片の再利用品 二辺

土器片 厚さ 06 内暗褐色 において磨り跡顕著。

第5表 09D遺物観察表 (2)

-14 -
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1 9 D住居跡（第16.17図写真図版4.5 .15) 

調在区北東コーナーのD皿ー5グリッドに位置し，主軸方位はN-42°-W,

平面形は調査区外に遺構が延びているため不明だが，一辺7.lmの方形と想

定され，壁高は65~73cmである。周溝は調査区内で周回しており，全周す

ると想定される。規模は幅13~17cm,深さ11~13cmを測る。柱穴は Pl~4

を検出している。柱間寸法は Pl-2間で1.45m,P2-3間で2.25m,P3-4間で1.8m

第15図 09D出土遺物 (2) とばらつきが見られる。深さは Pl-50cm, P2-80cm, P3-70cm, P4-85cmを

測る。出入り口は南東壁側に想定される。カマドは調査区域外だが，他の遺

構を考慮すると北西壁側に想定される。床面はハードロームを掘り込んで，凹凸面にロームを充填して

床面としている。覆土は褐色土を主体としており， 3層以下においてロームブロック混じりの土層が堆

積していることから人為的な埋め戻しと考えられる。

遣物は 2,3がP3.4掘り方上層から出土していることから，住居廃絶時に近い時期と考えられる。そ

の他は覆土上層からの出上例が多いが，離れた地点や出土レベルの異なる等の接合が4,11に見られる

ことから廃絶時に近い段階の遺物と考える。その他，焼士・炭化材が壁際に近い地点から出土している。

また P4内上層に焼土の堆積が見られることから，柱抜き取り後の堆積と想定される。よって，住居廃

絶時の行為として部材を燃やしたことが伺われよう。

第6表 19D遺物観察表 (1)

挿図番号 器種 寸法 (cm) 遺存度 色 調 胎土 手法上の特徴

17図 l須恵器 口径 14.0 口辺部1/3 淡青灰色 白色粒多含 体部外面にエ具による擦痕と見られる浅い沈線がめる。

蓋杯 遺存高 2.9 受部径 11.4

2土師器 口径 13.1 完形 外橙褐色 白色粒多含 口辺部内外ー横位ヘラ磨き体部外ー横位ヘラ削り 内

杯 器高 4.6 内漆黒色 赤色粒少量 ー放射状ヘラ磨き炭素吸着による黒色処理

3土師器 口径 11.5 口辺～体部 外暗褐色 雲母，石英 口辺部内外ー横なで体部外ー横位ヘラ削り 内一ヘラ

坪 器高 5.9 1/2遺存 内黒褐色 長石，砂粒 なで

4土師器 口径 11.8 口辺～体部 暗茶黒褐色 白色粒多含 口辺部内外ー横位ヘラ磨き体部外ー横位ヘラ削り 内

杯 器高 3.1 1/2遺存 赤色粒少量 ー斜位ヘラ磨き炭素吸着による黒色処理

5土師器 口径 17.3 口辺～体部 黒茶褐色 白色粒，長石 内外ーヘラ磨き 体部内一下位放射状ヘラ磨き

杯 遺存高 31 1/4遺存 両面漆仕上げによる黒色処理か

6士師器 口径 ll8 口辺～体部 外茶褐色 白色粒 口辺部外ー横位ヘラ磨き体部外ー斜位ヘラ削り後稜部

杯 遺存高 3.3 1/8遺存 内黒茶褐色 分横位ヘラ削り内ー横位ヘラ磨き

内面炭素吸着による黒色処理

7土師器 口径 口辺～体部 赤褐色 白色粒，石英 口辺部内外ー横なで体部外ーヘラ削り調整

杯 器高 1/10遺存 長石 赤彩は体部外面に及ぶ。口縁端部内側に浅い凹みがめぐ

る。

8土師器 底径 脚部全周 黒茶褐色 白色粒多含 脚部外ー縦位ヘラ削り

高杯 遺存高 5.1 赤色粒

9土師器 底径 脚部全周 暗褐色 白色粒．雲母 脚部外ー縦位ヘラ削り内ーヘラなで

高杯 遺存高 5.8 

10須恵器 口径 20.6 口辺～胴部 淡青灰色～淡橙 石英．長石 胴部外ー縦位ヘラ削り内ーヘラなで

甕 遺存高 4.9 1/8遺存 灰色 白色粒 口縁部末端玉縁状武蔵産

11 土師器 口径 14.1 口辺部全周 茶褐色 小礫，白色粒 口辺部ー横なで胴部外ー斜位ヘラ削り内ーヘラなで

甕 遺存高 100 内面火熱による剥離著しい。

12 士師器 口径 13.9 口辺部1/5 茶褐色 赤色粒白色 口辺部—横なで胴部外ー横位ヘラ削り 内一ヘラなで

甕 遺存高 5.4 粒

13 土師器 底径 7.2 桐部～底部 淡橙褐色 石英多含白 胴下半部外ー縦位ヘラ磨き内面剥離著しい。

甕 遺存高 12.8 1/8遣存 色粒

-16 -
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8. 褐色土 l-3mm大ローム粒多量に混入。

粘性，締まり共やや弱い。

9. 褐色土 l-2mm大ローム粒混入。焼土粒

少量含む。粘性，締まり共やや弱い。

10. 黒褐色上 l-2mm大ローム粒多量混入。 1

cm大ロームブロック少量混入。粘

性やや弱く，締まり中。
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1 9 D土層説明

1. 表土 褐色土主体。

2. 暗褐色土 l-2mm大ローム粒混入。粘性弱<'

締まりやや弱い。

3. 褐色土 l-3mm大ローム粒混人。 2-3cm大

ロームプロック少量混入。粘性弱く，締

まり中。

4. 暗褐色土 l-3mm大ローム粒混入。 l-3cm大

ロームブロック微量混入。粘性弱く，締

まり中。

5. 暗褐色土 l-3mm大ローム粒混入。 2-4cm大

ロームブロック少量混入。粘性弱く，締

まり中。

6. 黒褐色土 l-2mm大ローム粒混入。 3cm大ロー

ムブロック微量混入。粘性弱く，締まり

中。

7. 褐色土 l-2mm大ローム粒混入。粘性弱く，

締まりやや弱い。

19D E-E'間土層説明

1. 暗褐色土 l-2mm大のローム粒を多く含む。

l-3mm大焼土粒混入。炭化物混

粘性中。締まりやや弱い。

2. 暗赤褐色土 暗褐色上に焼土粒をまんべんなく含

む。粘性，締まり共やや弱い。

3. 赤褐色土 焼土中に暗褐色土が斑点状に含まれ

る。炭化物含む。粘性弱く，締まり中。

4. 暗褐色土 l-2mm大のローム粒を多量含む。

焼土粒混入。粘性やや弱く，締まり

中。

5. 暗褐色土 l-3mm大のローム粒を多量含む。

3-5mm大のロームブロック混入。

粘性強く，締まりかなり弱い。

6. 賠褐色土 l-3mm大のローム粒を多量含む。

3-5mm大のロームブロック混入。

粘性強く，締まり 5層より弱い。

第16図 19D遺構実測図

- 17 -
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第17図 19D出土遺物

第7表 19D出土遺物 (2)

17図 141土製品 全長 2.s 1完形 I淡橙褐色 I白色粒

151~ 重さ13.0g灰白色二面において磨り跡顕著。

土師器杯体部再利用品二辺において磨り跡顕著。

重さ7.lg

20D住居跡（第18.19図写真図版5.16) 

調査区北東コーナーの Cill -13グリッドに位置し，主軸方位はN-50°-W, 平面形は調杏区外に遺

構が延びているため不明だが，一辺6.75mの方形と想定され，壁高は60~65cmである。周溝は調在区

内で周回しており，全周すると想定される。規模は幅20cm,深さ10~13cmを測る。柱穴は Plのみを検

出している。深さは85cmを測る。出入り口は南東壁側に想定される。カマドは調脊区域外だが，他の

遺構を考慮すると北西壁側に想定される。床面はハードロームを掘り込んで，凹凸面にロームを充填し

て床面としている。覆土は褐色土を主体としており， 3層以下においてローム粒混じりの土層が堆積し

- 18 -
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200土層説明

1. 表土

2
 

3. 褐色土

4. 褐色土

5. 褐色土

0 

6
 

7
 

褐色土

褐色土主体。粘性なく，締ま

り強い。

賠褐色土 1-Zmm大ローム粒混入。

粘性弱く，締まりやや強い。

1-Zmm大ローム粒やや多

く混入。粘性弱く，締まり中。

l-3mm大ローム粒やや多

く混入。粘性弱く，締まり中。

4層より l-3mm大ローム

粒やや多く混人。粘性弱く，

締まり中。

黒褐色土 l-3mm大ローム粒混入。

粘性弱く，締まり中。

ローム粒， 2-3cm大ローム

ブロック混入。粘性，締まり

共やや弱い。

゜
2m 

第18図 200遺構実測図

ていることから人為的な埋め戻しと考えられる。

遣物は古墳時代中期．後期，平安時代の遺物が混在している。床面直上から出士している遺物は古墳

時代後期が多い。住居の形態からも同時期に想定される。擦痕の見られる軽石も出土レベルから本時期

の遺物に想定される。その他，焼土がピット周辺から出土している。

第8表 20D遺物観察表 (1)

挿図番号 器種 寸法 (cm) 遺存度 色 調 胎土 手法上の特徴

19図 l土師器 口径 115 口辺～体部 淡黒灰色 雲母，砂粒 口辺部外ー横なで 体部外ーヘラ削り後なで
杯 遺存高 2.3 1/4遺存 内ーなで整形炭素吸着による両面黒色処理

2土師器 口径 13.2 口辺～体部 淡褐色 白色粒，雲母 口辺部外ー横なで 体部外ー横位ヘラ削り
杯 遺存高 3.0 1/5遣存 内ーなで整形

3土師器 口径 10.4 口辺～体部 外—茶褐色 白色粒，雲栂 口辺部外ー横なで 体部内外ー横位ヘラ磨き
杯 遺存高 3.4 1/5遺存 内ー黒茶褐色 炭素吸着による内面黒色処理

- 19 -
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19図 4土師器 口径 11.8 口辺～体部 淡茶褐色 白色粒，雲母 口辺部内外ー横なで

杯 遺存高 2.3 1/6遺存

5土師器 口径 口辺部 淡茶褐色 白色粒，雲母 口辺部外ー横なで 体部外ーヘラ削り

杯 器高 内ー横位ヘラ磨き

6土師器 口径 口辺部 外一淡褐色 白色粒，雲母 口辺部外ー横なで 体部外ーヘラ削り

杯 器裔 内ー淡橙褐色 内一横位ヘラ磨き

7土師器 口径 杯1本部1/3遺 外ー暗褐色 白色粒，雲母 内外なで整形

高杯 遺存高 3.0 存 内一淡茶褐色

8土師器 口径 21.0 口辺部1/5遺 淡橙褐色 白色粒，雲母 口辺部内外—横なで

甕 遺存高 22 存 砂粒

9土師器 底径 6.0 底部1/2遺存 外ー淡茶褐色 白色粒 胴部下位外ー縦位ヘラ削り 内ーなで整形

甕 遺存高 18 内ー橙褐色

10土師器 口径 14.8 口辺～体部 淡橙褐色 黒色粒，雲母 ロクロ使用 体部下端一回転ヘラ削り調整

杯 遺存高 3.5 1/5遺存

11須恵器 胴部一部 淡赤褐色 白色粒，雲母 胴部外一平行叩き H文

甕 黒色粒，砂粒

12須恵器 胴部一部 淡青灰色 白色粒主体 胴部外ー平行叩き目文

甕

13 軽石 縦長2.4横長3.5重さ5.5g 左側面に横位の細かな擦痕がみられる。

14 軽石 縦長4.3横長2.4重さ5.lg 上面に縦位の擦痕がみられる。

15 軽石 縦長2.5横長2.1重さ2.0g 上面に縦位の擦痕が，左側面に斜位～横位の細かな擦痕がみられる。

16 軽石 縦長2.4横長2.1重さ2.5g 左側面に縦位の擦痕がみられる。

17 軽石 縦長2.8横長2.0重さ25g 上面及び側面全周に斜位の擦痕がみられる。

第9表 20D遺物観察表 (2)
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23D住居跡（第20.21.22図写真図版8.18) 

調査区中央のBIII -15グリッドに位置し，主軸方位はN-72°-W, 平面形は4.5mのほぼ方形で，壁

高は40~45cmである。周溝は全周するが，カマド両袖直下において立ち上がっている。規模は幅

15cm, 深さ 5~8cmを測る。主柱穴は 4本で，柱間寸法は Pl-2,P4-5間で1.85m等間， P2-4,Pl-5間で

2.55m等間である。深さは Pl-60cm,2-55cm, 3-15cm, 4-55cm, 5-55cmを測る。出入り口はカマド対面の

P3が該当する。カマドは西壁中央に位置し，袖部が良好な状態で遺存している。また，天井部は遺存

していなかったが，覆土の状況から煙道部の範囲を長軸24cm,短軸18cmの楕円形と特定できた。火床

部は袖部中程で 7~8cmの焼土，焼土ブロック，ロームブロックが堆積している。焼道部は燃焼部奥

で25゚ の角度をもって緩く立ち上がり，更に40゚ の角度で立ち上がっている。袖部の構築は，粘度の高い

褐色粘士を芯として，淡褐色砂質粘土を積み重ねている。床面はハードロームを掘り込んで，凹凸面に

ロームを充填して平坦面とした地床である。硬化面は出人り口側の東壁際から P3の延長上とカマド前

面に見られる。覆士は，レンズ状堆積の黒色土～暗褐色士で， 自然埋没層と考えられる。 4層は土堤の

埋没士であろうか。

遺物は覆土中からの出土が多い。 3,4 ,11,12は数地点に離れて，しかも出土レベルが上層から下層に

わたっている特異性をもっている。 1,2,6は床面直上の出土である。また， p1.2の壁際と P4に接し

て焼土が検出された。

第10表 230遺物観察表

挿図番号 器種 寸法 (cm) 遺存度 色 鯛 胎土 手法上の特徴

22図 l須恵器 口径 11.3 口辺1/3欠 外暗黄灰色（自 ち密 天井部外一回転ヘラ削り調整。関東産
蓋杯 器高 43 然釉）内青灰色

2土師器 口径 12.7 ほぽ完形 外漆黒色 白色粒，雲母 外ー横位ヘラ削り 内ーなで及び横位，縦位ヘラ磨き
杯 器高 4.3 内暗褐色 漆仕上げによる両面黒色処理か

3土師器 口径 13.9 口辺～体部 淡橙褐色一部黒 白色粒，ごく 口辺～体部外ー横位ヘラ削り 内ーなで整形
杯 遺存高 4.5 1/2遺存 斑 少量の雲母

4土師器 口径 150 口辺～体部 外茶褐色 白色粒 口辺部内外ー横なで体部外ー横位ヘラ削り
杯 遺存高 5.2 1/4遺存 内黒灰色 内一縦位ヘラ磨き漆仕上げによる両面黒色処理か

5土師器 口径 17.0 口辺～体部 外橙褐色内黒 白色粒，雲母 口辺部内外ー横なで体部外ー横位ヘラ削り
鉢 遺存高 93 1/5遺存 灰色～暗褐色 砂粒 内ーヘラなで

6土師器 脚部径 79 脚部～体部 暗赤褐色 白色粒，赤色 杯部内ー縦位ヘラ磨き後横位ヘラ磨き 杯部～脚部外ー
高杯 遺存高 5.9 中位ほぼ全 粒，長石 横位及び縦位ヘラ削り

周

7土師器 脚部径 杯部下位～ 外淡橙褐色内 小礫，雲母 脚部外一縦位ヘラ削り内一ヘラなで杯部内
高杯 遺存高 5.2 脚部1/2 黒灰色～橙褐色 外なで整形外面赤色塗彩

8土師器 遣存高 11.8 底部～胴部 外淡橙褐色 白色粒，赤色 丸底に近い小型甕ないし鉢に想定される。
小型甕 1/4遺存 内暗褐色 粒，雲母 胴部外ー縦位ヘラ削り 内ーヘラなで

9土師器 遺存高 6.0 底部～胴部 外淡褐色 白・赤・黒色 丸底に近い小型甕ないし鉢に想定される。
鉢？ 1/8遣存 内暗褐色 粒，雲母 胴部外ー縦位ヘラ削り 内ーなで整形

10土師器 口径 74 口辺～体部 茶褐色 白色粒，少量 大ぶりの手づくね体部外ー横位ヘラ削り
手づく 器高 3.5 3/4遺存 の赤色粒，雲母 内—横位なで
ね

11土師器 胴部径 36.8 胴部1/3周 外淡褐色一部黒 白色粒，少量 胴部外ー縦位ヘラ削り後なで整形 内面の剥離著しい。
甕 遺存高 263 斑内淡褐色 の赤色粒，雲母

12土師器 口径 222 口辺～桐部 外淡褐色内淡 白色粒多含， 口辺部ー横なで胴部外ー横位～斜位ヘラ削り
コ珈 遺存高 33.2 1/2遺存 褐色～茶褐色 長石，雲母 内ーヘラなで

13士師器 底径 72 底部全周 外淡茶褐色 白色粒，砂粒 内外面なで整形
甕 遺存高 1.9 内茶褐色 長石

-21 -
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230土層説明

1. 黒茶褐色土 2-5mm大ローム粒やや多く混入。10-15mm大ローム粒

まれに混入。粘性なく，締まりあり。

2-3mm大ローム粒やや多く混入。粘土砂混入，黒色土斑

点状に混入

l-2mm大ローム粒少量混人。さらさらしている。

ローム，暗褐色土を主に， 10-20mm大ロームブロック混入。

粘性，締まりあり。

ローム粒少量混入。粘性弱く，締まりあり。

周溝覆土。ローム主体に黒色土若干混入。粘性あり。

ややまとまってローム粒混入。締まりあり。

粘士砂， l-2mm大ローム粒少量混入。粘性弱い。

粘土砂， 10mm大ローム粒少量混入。

10mm大ローム粒，粘土砂ごく少量混入。粘性弱い。

2. 茶褐色土

3

4

 

黒色土

褐色土

5. 黒色土

6. 褐色土

7. 暗褐色土

8. 茶褐色土

9. 茶褐色土

10. 黒色土
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第20図 23D遺構実測図 (1)

ー・C'

24D住居跡（第23.24.25.26図写真図版9.18.19) 

調介区中央のBIII -13.14グリッドに位置し，主軸方位はN-34°-W, 平面形は5.2mのほぼ方形で壁

裔は35~40cmである。周溝は全周するが，カマド両袖真下において立ち上がっている。規模は幅10cm

で深さ 5~10cmを測る。主柱穴は 4本で，柱間寸法は Pl-2,P5-6間で2.3m等間， P2-5,Pl-6間で2.2m

等間である。深さは Pl-45cm,2-35cm, 3-25cm, 4-23cm, 5-52cm, 6-33cmを測る。出入り口はカマド対面

のP3,4が該当する。カマドは北西壁中央に位置し，袖部と天井部の一部が良好な状態で遺存してい

-22 -



• ~ 23Dカマド土層説明

0 I 1 暗褐色土 淡褐色砂質粘土主にロームプロック混入。

~ 
2. 淡茶褐色土 淡褐色砂質粘土主にローム粒混入。
3 暗褐色土 淡褐色砂質粘土，黒色土混合層。
4. 黒褐色土 2-3mm大焼土ブロック，ロームブロック混入。
5 暗赤褐色土 4層類似。焼土ブロックの混入多い。
6. 褐色土 ローム．ロームブロック，焼土粒
7 淡茶褐色土 ローム，淡褐色砂質粘土混合層。カマド構築材。
8 暗赤褐色土 黒色土，焼土化砂質粘土混合層。
9. 暗褐色土 黒色土，焼土粒，淡褐色砂質粘土混合層。
10 褐色土 ローム主に，淡褐色砂質粘土混入。

• • 11. 暗赤褐色土 焼土ブロック，黒色土．焼土化砂質粘土混合層。
12 暗褐色土 ローム，焼土ブロック，淡褐色砂質粘土混合層。
13 赤褐色土 焼土化砂質粘土，ローム混合層。

B・ 一 -•B' 
14 褐色土 ローム，淡褐色砂質粘土混合層。
15. 淡褐色砂質粘土。
16 暗赤褐色土 焼土ブロック，黒色土，焼土化砂質粘土混合層。
17 褐色粘土

?> 
17 

I 

fr 
二 口。B・-

-・B' 

lm 
第21図 23D遺構実測図 (2)

• 

る。火床部は 5層下に遺存するが，使用部位の特定はできなかった。袖内側の13層が強く焼けているこ

とから，使い込まれた痕跡が伺われる。灰，焼士の堆積は見られないことから，カマド内の清掃処理後

に廃絶していったと考えられる。煙道部は燃焼部奥で30゚ の角度をもって緩く立ち上がり，一旦フラッ

トとなり，更に30゚ の角度で立ち上がっている。袖部の構築は，粘度の高い淡褐色粘土を芯として，淡褐

色砂質粘土を積み重ねている。更に19層を上部，側面に補強している。床面はハードロームを掘り込んで，

凹凸面にロームを充填して平坦面とした地床である。硬化面は PSと住居コーナ一部にかけてと，東壁

際側に見られる。覆土は，レンズ状堆積の黒色土～褐色士で， 自然埋没層と考えられる。士堤と考えら

れる土層 (3~7.10.12~ 15層）の堆積が見られる。

遺物は図示したほぽ全体が，床面直上ないしそれに近いレベルの出土である。カマド袖横，前面を中

心として東壁側からの出士が多い。注目すべき点はカマド両袖脇の遺物出土状態である。右袖脇では

28,29の甕と34の支脚が横位の状態で，左袖脇では31の甑内から 3, 20, 4 , 8 , 21, 10の坪が重ねられた状

態で出土している。甑は本来直立の状態と想定されるが，その背後に35の支脚が立て掛けられている。

これらが生活痕跡としての遺棄状態なのか，或いは住居廃絶時の儀式としての行為なのかは判然としな

い。

第11表 24D遺物観察表 (1)

竺%11=:=1i:)去(~〗
遺存度 色

口縁部一部 1外暗褐色
欠 内淡茶褐色

調 胎土

白色粒，長石
手法上の特徴

口辺部内外ー細かな横位ヘラ磨き 体部外ー横位ヘラ削
り 内ー横位ヘラ磨き 内面にウロコ状の剥離が見られ
る。漆仕上げによる黒色処理が口辺中位と内面全体に見
られる。
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第22図 23D出土遺物

25図 2土師器 口径 120 口縁部一部 外暗褐色 黒色・白色・ 口辺部横なで 体部外ー底部ヘラ削り後横位ヘラ削り

杯 器高 4.0 欠 内茶黒色 赤色粒 内一底部に粗いヘラ磨き口縁端部内側に浅い凹線 炭

素吸着による内面黒色処理

3土師器 口径 12.0 ほぽ完形口 外暗褐色 黒色・白色粒 口辺部体部内ー細かな横なで 体部外ー横位ヘラ削り

杯 器高 4.6 縁部一部欠 内黒褐色 石英，長石 炭素吸着による両面黒色処理

4土師器 口径 12.5 口縁部一部 淡茶灰褐色 黒色・白色・ 口辺部体部内一細かな横なで 体部外ー横位ヘラ削り

杯 器高 4.4 欠 赤色粒，砂粒 口縁端部内側に浅い凹線炭素吸着による黒色処理か

口辺中位と内面全体

5土師器 口径 13.4 口縁部一部 淡茶黄褐色 白色粒 口辺部外ー横なで内ー横位ヘラ磨き

杯 器高 4.5 欠 体部外ー横位ヘラ削り 内一横位ヘラ磨き

6土師器 口径 15.9 完形 外淡茶～赤茶褐 白色粒，小礫 口辺部内外ー横なで体部外—横位ヘラ削り

杯 器高 5.0 色内淡茶褐色 石英，雲母 内ーヘラなで外面赤色塗彩か

7土師器 口径 13.5 口縁3/5 淡橙褐色 白色粒，石英 口辺部外ー横なで体部外ー横位ヘラ削り

杯 器高 4.7 体部1/5 長石 内ー横位ヘラ磨き

第12表 24D遺物観察表 (2)
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24D土層説明

1. 黒色土

2. 黒色土

3. 茶褐色土

4. 茶褐色士

5. 茶褐色土

6. 黒茶色土

7. 茶褐色土

8. 黒褐色土

9. 赤褐色土

10. 暗褐色士

11. 褐色土

12. 暗褐色土

13. 黒褐色土

14. 暗褐色土

15. 黒褐色土

11 

2-5mm大ローム粒，10-20mm大ロームブロック

混入。粘性なく，締まり普通。

lに比ベロームの混入多い。締まっている。

ローム，黒色土少量混入。粘性なく，締まっている。

粘性なく，締まっている。10層類似。
l-2mm大ローム粒混入。粘性，締まり共やや欠ける。

黒色土，ローム混合層。 l-3mm大ローム粒況人。

粘性，締まり欠く。

黒色土少量混入。 2-lOmm大ローム点在。粘性なく，

締まっている。

2層類似。黒色土の混入やや多い。

暗褐色土，焼土混合層。ローム少量混入。粘性弱い。

10mm大ローム点在。粘性弱く，締まっている。

ロームブロック，黒色土視合層。やや締まり欠く。

2-3mm大ローム粒，10-lOOmm大ロームブロック

少量混入。締まる。

1層と14層の中間層。 5mm大ローム点在。

13層類似。ローム粒混入。

l-3mm大ローム粒，焼土粒少量混人。

゜
lm 

第24図 24D遺構実測図 (2)

24Dカマド土層説明

1. 暗褐色土 3-4mm大ローム粒混入。焼土粒少量混入。

2. 暗褐色土 淡褐色砂質粘土，ロームブロック混入。

3. 暗赤褐色土焼土化砂質粘土混入。

4. 暗褐色土 ローム，黒色土混合層。

5. 暗褐色土 黒色土主に， 3mm大ローム粒，焼土粒混入。

6. 淡暗褐色土 暗褐色土主に，淡褐色砂質粘土混入。

7. 暗褐色土 黒色土，淡褐色砂質粘土，焼土粒混合層。

8. 暗褐色士 黒色土主にローム粒混入。締まっている。

9. 暗褐色土 ローム主に黒色土混入。締まっている。

10』音褐色土 淡褐色砂質粘土＋暗褐色土。焼土粒混入。

11. 暗褐色土 5層類似。黒色土やや少ない。

12. 暗褐色土 焼土化砂質粘土＋暗褐色士。

13. 暗赤褐色土 焼土化砂質粘土主体。

14. 淡褐色砂質粘土

15. 暗褐色土

16. 淡灰褐色土

17. 淡赤褐色士 淡褐色砂質粘土，ローム，焼上プロック混合層。

18. 褐色土 ローム主に焼土粒混入。

19. 暗褐色土 淡褐色砂質粘土に暗褐色土混入。

20. 淡褐色砂質粘土

21. 淡褐色粘土

22. 褐色土 ローム土。床構築七。

25図 8土師器 口径 134 ほぽ完形 淡橙褐色一部黒 砂粒，石英， 口辺部外ー横なで体部外ー横位ヘラ削り

杯 器高 4.1 斑 長石 内一横位ヘラ磨き

9土師器 口径 14.3 完形 淡橙褐色 白色粒，石英 口辺部外—横なで体部外ー横位ヘラ削り

杯 器高 4.5 長石，小礫 内一横位ヘラ磨き後なで整形

10 土師器 口径 14.7 口縁部一部 外淡褐色 白色粒，石英 口辺部外ー横なで体部外ー横位ヘラ削り

杯 器高 4.8 欠 内淡橙褐色 黒色粒 内一横位ヘラ磨きざらついた剥離が見られる。

11 土師器 口径 131 完形 淡橙褐色 白色粒主に， 口辺部内外ー横なでイ本部外ー横位ヘラ削り

杯 器高 4.1 石英

12土師器 口径 140 完形 淡橙褐色 白色粒，長石 口辺部外—横なで体部外ー横位ヘラ削り

杯 器高 4.5 砂粒 内ーヘラ磨き ウロコ状の剥離が見られる。

13土師器 口径 13.7 口辺～体部 茶褐色 白色粒，雲母 口辺部内外ー横なで体部外—横位ヘラ削り

坪 器高 3.3 2/3遣存 砂粒 内一下位細かな横位ヘラ磨き

14土師器 口径 12.1 口辺～体部 外淡橙褐色 白色粒，砂粒 口辺部外ー横なで体部外ー横位ヘラ削り

坪 器高 44 2/3遺存 内黒褐色 内ー横位ヘラ磨き炭素吸着による内面黒色処理

15土師器 口径 13.6 口辺～体部 外暗～淡茶褐色 白色粒，小礫 口辺部内外ー横位ヘラ磨き体部外ー横位ヘラ削り

杯 器高 3.5 1/5遺存 内淡赤茶褐色 内ー放射状ヘラ磨き漆仕上げによる内面黒色処理

16土師器 口径 13.2 口辺～体部 外暗褐色内茶 白色粒，雲母 口辺部外ー横位ヘラ磨き 体部外ー横位ヘラ削り

杯 器高 3.8 1/5遺存 褐色内面剥離 内一横位，放射状ヘラ磨き

17土師器 口径 138 口辺～体部 外暗海老茶色 白色粒，長石 口辺部外ー横なで体部外ー横位ヘラ削り

杯 器高 4.2 1/3遺存 内淡橙褐色～黒 内ー横位ヘラ磨き漆仕上げによる黒色処理を内面全体

灰色 と体部中位に施す。

18土師器 口径 14.3 口辺～体部 外暗～淡茶褐色 白色粒多含， 口辺部内外ー横なでイ本部外ー横位ヘラ削り

杯 器高 4.3 2/3遣存 内黒褐色 長石，赤色粒 内一下端ヘラ磨き炭素吸着による内面黒色処理を施す。

19土師器 口径 12.3 口辺～体部 淡茶黄褐色 白色粒 口辺部外—横なで体部外ー横位ヘラ削り

杯 器高 4.5 1/3遣存 内一横位，縦位ヘラ磨き

第13表 24D遺物観察表 (3)
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25図 20土師器 口径 14.0 ほぽ完形 漆黒色～淡褐色 白色，赤色粒 口辺部内外ー横なで体部外ー横位，縦位ヘラ削り

杯 器高 4.5 長石．砂粒 内ーヘラ磨き 炭素吸着による黒色処理を両面に施す。

21土師器 口径 13.3 ほぼ完形 外暗褐色 白色粒 口辺部内外ー横なで体部外ー横位，斜位ヘラ削り

杯 器高 4.6 内茶黒色 内—下端ヘラ磨き 炭素吸着による黒色処理を内面全体

と体部中位まで施す。

22土師器 口径 14.2 口辺～体部 外暗～暗赤褐色 白色・黒色粒 口辺部内外ー横なで体部外ー横位，縦位ヘラ削り

杯 器高 62 1/3 内漆黒～赤褐色 長石• 砂粒 内一横なで 口縁端部が尖る。炭素吸着による黒色処理

を内面と体部中位まで施す。

23土師器 遺存閥 6.2 脚部全周 杯部内漆黒色 白色粒主に赤 脚部外ー縦位ヘラ削り後裾部横なで内ーヘラなで

高杯 脚部外暗赤褐色 色粒少贔 杯部内ーヘラ磨き 脚部外面赤色塗彩か

内暗茶黒褐色 杯部内面炭素吸着による黒色処理

24土師器 遣存高 10.8 脚部1/2 外暗褐色 白色粒，石英 脚部外ー縦位ヘラ磨き後なで 裾部横位ヘラ磨き

高杯 内淡橙褐色 砂粒 内ー縦位ヘラなで裾部横なで 漆仕上げによる黒色処理

か脚部外面に施す。

25 土師器 口径 6.6 完形 淡茶黄褐色 白色粒主に赤 内外面ヘラなで整形

小型鉢 器高 4.3 底径 46 色粒少量

26 土師器 口径 186 口辺部1/5 赤褐色一部黒斑 白色粒，石英 口辺部内外ー横位ヘラ磨き体部外ー横位ヘラ削り後横

鉢 器高 8.0 体部 1/3 砂粒 位ヘラ磨き内一縦位ヘラ磨き 漆仕上げによる両面黒

底径 60 底部 3/4 色処理か

27 土師器 口径 12.7 胴部一部欠 暗茶褐色 白色粒，砂粒 口辺部横なで胴部外ー横位ヘラ削り 内ーヘラなで

小型甕 器高 13.7 底径 60 内外面二次焼成による剥離著しい。

第14表 240遺物観察表 (4)
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25D土層説明

1. 明褐色土

2. 明褐色土

3. 黒褐色土

4. 茶褐色土

5. 黒褐色土

6. 黒褐色士

7. 茶褐色土

耕作土。砂を多量に混入。粘性普通，締まり弱い。

耕作土。砂を少量混入。粘性，締まり共普通。

2-3mm大ローム粒混入。粘性強く，締まり普通。

ローム主に黒色土少量混入。粘性，締まり共強い。

黒色土主にローム粒少量混入。粘性，締まり共普通。

1層類似。ローム粒混入。粘性普通，締まり強い。

2層類似。やや明るい。粘性普通，締まり弱い。

第27図 ｀ ゜
20cm 

250遺構実測図

第15表 24D遺物観察表 (5)

25図 28土師器 口径 18.5 ほぼ完形 淡橙褐色一部黒 白色粒，雲母 口辺部横なで胴部外ー縦位～斜位ヘラ削り後なで整形
甕 器高 230 斑 内ーヘラなで胴部上半外面部分的に，内面は全体に剥

底径 6.0 離著しい。

26図 29土師器 口径 16.8 完形 外暗褐色～黒褐 白色粒，石英 口辺部横なで胴部外ー横位ヘラ削り後なで
甕 器高 235 色内淡橙褐色 砂粒 内ーなで胴部外面煤状固形物顕著 内面ウロコ状の剥

底径 6.7 離著しい。

30土師器 口径 182 口辺部1/6 外暗褐色 白色粒，石英 口辺部横なで胴部外ー上半横位ヘラ削り，下半斜位へ
甕 器高 275 胴部 1/3 内淡橙褐色 砂粒 ラ削り後全体になで内ーヘラなで

底径 7.0 底部 1/3 

31 土師器 口径 24.8 底端部欠 淡橙褐色 白色粒，石英 口辺部横なで胴部外ー横，縦位ヘフ削り後なで
甑 遺存高 22.5 砂粒 内一ヘラなで

32土師器 底径 7.6 胴～底部 外赤～黒褐色 白色粒，石英 胴部内外ーヘラなで胴部上半外面煤状固形物下半部二
甕 遺存高 215 1/3 内淡茶褐色 砂粒 次焼成による赤変内面は剥離著しい

33土師器 底径 66 底部1/2 淡茶褐色 白色粒，長石 胴部外一斜位ヘラ削り 内ーヘラなで整形
甕 遺存高 3.1 雲母

34 土製品 全長 19.8 完形 橙褐色 白色粒，石英 上部～中位二次焼成による剥離ヘラなで整形
支脚 基底幅 52 重さ551.3g

35 土製品 全長 185 完形 淡茶褐色 砂粒，石英 上部と半面の上部～下端に二次焼成の剥離
支脚 基底幅 48 

36 使用痕 全長33最大幅 1.9 重さ6.0g下面に摩耗痕が見られる。

ある石

25D住居跡（第27図写真図版10.20)

調査区中央北側の CII -8グリッドに位置する。硬化面とその周囲に出土した遣物のみで規模等は不

明である。硬化面は1.3mの範囲でソフトローム上面に広がっている。掘り込みの浅い竪穴住居跡と想

定される。覆土は 3.4.5層で，黒色土を主体とした層である。その他の施設は検出されなかった。

遣物は 3点のみで硬化面と同レベルでの出士であり，床面直上遺物である。

第16表 25D遺物観察表 (1)

ー平'27図 l土師器

杯

寸法

口径

器高

(cm) 

18.3 
5.8 

遺存度

完形

色
＿
麟暗

調 胎土

白色粒，雲母

手法上の特徴

口辺部，体部内ー横なで 体部外ー横位ヘラ削り 口縁

端部内側で凹線顕著炭素吸着による両面黒色処理両

面剥離顕著

-29 -



第17表 25D遺物観察表 (2)

21土師器 1口径 14.0 I口辺～脚部 1外淡赤褐色
高杯 遺存高 8.7 1/2 内漆黒色

31土師器遺存高 7.5 脚部全周 外淡橙褐色

高坪 I I I内黒褐色

第3節平安時代

白色粒，雲砥 I杯部外ーロ辺横なで，体部横位ヘラ削り

脚部外ー縦位ヘラ削り，裾部横なで

内ーヘラなで 杯部炭素吸着による黒色処理を口辺部～

内面全体に施す。杯部口辺稜部～脚部にかけて赤色塗彩

石英多含，小 1脚部外ー縦位ヘラ削り後裾部横位ヘラなで

礫，赤色粒 内ーヘラなで

今回の調在では竪穴住居跡2軒，掘立柱建物跡 1棟を検出した。時期は 9枇紀中ば～後半に位置づけ

られる。竪穴住居跡の主軸方位はN-W方向とW-E方向とばらつきが見られる。カマド位置について

も北及び西とばらつきがある。平面規模は3m~3.25m程度である。掘立柱建物跡については 2間x2

間の側柱式で， N-W方向の主軸方位をとる。詳細については後述したい。遺物では，土器類では士師

器杯，皿，小型甕，甕須恵器杯，甕，大型甕があり，他に砥石，刀子が出上している。以下，各遺構

と出士遺物について概要を述べていくこととする。

2 1 D住居跡（第28.29図写真図版6.16)

調在区東側中央のCIII-4グリッドを中心に位置し，主軸方位はN-50°-E, 平面形は2.8mx3.05m 

のややいびつな方形で，壁高は30~32cmである。周溝は全周する。カマド両袖下においても周回して

いる。規模は輻10~15cm,深さ 7~8cmを測る。主柱穴はなく，カマド対面に出入りロピットが検出

された。25cmの円形で深さ15cmを測る。カマドは北東壁中央に位置し，袖部は良好な状態で遣存する。

火床部は袖部中程の 6層下で焼土，炭化物，黒色士が堆積している。煙道部は燃焼部奥で30゚ の角度を

もって緩く立ち上がり，更に壁の中場で23゚ の角度で立ち上がっている。袖部の構築は，粘度の高い白色

粘土を芯として，淡褐色砂質粘士を積み重ねている。部分的にローム，黒色士の混合土や焼士粒，焼上

ブロック混入の暗褐色土を補強している。床面はハードローム直下まで掘り，凹凸面にロームを充填し

て平坦面とした地床である。硬化面は，出入りロピット前から直線上にカマド前面に顕著である。覆土

はロームブロック混じりの暗褐色土を主体とした，人為的埋め戻し土である。

遺物は人為的埋め戻しのため， 1.2.3の明らかな混人遺物は別として，住居使用時～廃絶時に近い時

期の遺物と判断している。 9の甕はカマド廃絶時の儀式として，焚き口に倒立させた状態で出土してい

る（写真図版6)。また，住居中央のやや東寄りとカマド横，出入りロピット横に焼士が検出された。

第18表 210遺物観察表 (1)

挿図番号 器種 寸法 (cm) 遺存度 色 調 胎土 手法上の特徴

29図 l土師器 口径 11.2 口辺～体部 淡茶褐色 雲母多含，黒 口辺～体部外ー横位ヘラ削り 内一横位ヘラ磨き後なで

杯 器高 4.0 2/3 色粒，白色粒 整形。漆仕上げによる内面黒色処理

2土師器 底径 3.9 口辺部欠 暗茶黒褐色 白色粒主に赤 内外ー指なで 指頭痕顕著。

手づく 遺存高 19 色粒少量

ね

3土師器 底径 口辺部欠 暗茶黒褐色 白色粒 内外ーヘラなで底面丸底状。

手づく 遺存高 1.8 

ね

4須恵器 口径 12.1 ほぼ完形 灰白色 白色粒，小礫 体部下端回転ヘラ削り，底部切離しは回転糸切り後未調

杯 器高 4.1 口縁一部欠 整。

底径 6.3 

5士師器 口径 13.2 ほぼ完形 橙褐色 白色粒，黒色 体部下端手持ちヘラ削り，底部切離しは回転糸切り？後

杯 器高 40 粒主に雲母， 底部再調整。

底径 6.9 石英少量
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29図 6土師器 口径 11.8 口辺～底部 淡橙褐色 白色粒，小礫 体部下端及び底部周縁回転ヘラ削り，切離しは回転糸切
杯 器高 3.8 1/2 り。

底径 6.8 

7土師器 口径 12.2 口辺～底部 淡橙褐色 白色粒，小礫 体部中位～下端回転ヘラ削り，切り離し不明。
杯 器高 3.4 1/2 雲母

底径 6.8 

8土師器 口径 132 完形 淡茶褐色 白色粒主に赤 切り離しは回転糸切り。底部周縁ヘラ削り調整と削り出
皿 器高 22 色粒ごく少量 しにより裔台をつくる。底部外面中央に「吉井」の墨書

底径 51 あり。

9土師器 口径 13.0 口辺部1/2 外暗褐色～茶褐 白色粒主に小 口辺部内外，外面ヘラ削り後横なで。胴部外ー縦位ヘラ

甕 器高 131 胴部1/3欠 色内暗褐色～ 礫 削り後下半部横位・斜位ヘラ削り。胴部内ーヘラなで。
底径 5.4 赤褐色

10土師器 底径 8.0 底部一部欠 暗茶黒褐色 白色粒 底部内外ーなで整形。胴部外―下端ヘラ削り。

甕 遺存高 2.5 

11 石製品 縦長51横長24厚さ19重さ332g 凝灰岩製 黒灰色上部に8mmの通し孔が見られ，携行用と想定され

砥石 る。四面に縦～斜方向の擦痕が見られる。完形

第19表 210遺物観察表 (2)
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第28図 21D遺構実測図

2 1 D土層説明
1. 暗褐色土 斑点状に暗褐色土が混入。ローム粒 1-Zmm大，ロームプ

ロック30mm大含む。粘性弱く，締まり中。
2. 暗褐色土 輝点状に褐色土が混入。ローム粒 1-Zmm大，ロームブ

ロック10mm大含む。粘性，締まり共弱い。
3. 暗褐色土 ローム粒 1-Zmm大含む。粘性弱く，締まり中。
4. 暗褐色土 斑点状に褐色土混入。ローム粒2-3mm大．ロームブロッ

ク20-50mm大含む。粘性弱く，締まり中。
5. 暗褐色土 ローム粒2-3mm大，ロームブロック30mm大含む。粘性

弱く，締まり中 6. 褐色土 斑点状に暗褐色土混入。粘
性普通，締まり強い。

7. 赤褐色土 暗褐色土に焼土混入。少量のローム粒混入。
8. 淡褐色砂質粘土

2 1 Dカマド土層説明
1. 暗褐色土 黒色土，淡褐色砂質粘土混合層。
2. 暗褐色土 1層類似。焼土粒混入。
3. B音赤褐色土 黒色土，焼土粒，焼土プロック混合層。
4. 赤褐色土 焼土，ローム混合層。
5. 暗褐色土 ローム，黒色土混合層。 3-5mm大ロームブロック

混入。焼土ブロック少量混入。
6. 赤褐色土 焼土主に黒色土，炭化物少量混入。
7. 暗褐色土 黒色土主にローム粒少量混入。
8. 淡褐色砂質粘土
9. B音赤褐色土 焼土化砂質粘上，黒色七，焼土ブロソク，炭化粒混合層。
10. 暗褐色土 黒色土主に 3-5mm大ロームブロック混入。
11. 暗褐色土 黒色土主にローム粒混入。
12. B音褐色土 黒色土，淡褐色砂質粘土，ローム混合層。
13. 暗褐色土 焼土粒，焼土プロック混入。
14. 淡褐色砂質粘土
15. 淡褐色白色粘土
16. 褐色土 ローム，黒色土混合層。
17. 暗褐色土 ローム，暗褐色土混合層。
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第29図 210出土遺物

第20表 210遺物観察表 (3)

29図 121鉄製品 遺存長6.3幅0.8重さ4.9g基部を欠損する。

131~:,:, I遺存長,.,刃部幅L1茎部幅0.9重さ1u,基部の一部と先端部を欠損する。茎部に木質部及び針金状の金具

刀子 が遺存している。

22D住居跡（第30.31.32図

調査区中央やや東寄りの Cill -6.10グリッドに位置し， 06M溝状遺構に切られる。主軸方位はN-52°

-W, 平面形は3.4mx 3.2mのややいびつな方形で壁高は25~30cmである。周溝は北壁側と南東コーナー

で検出されなかったが，他かでは周回する。規模は輻15~25cmで深さ 6~7cmを測る。主柱穴はなく，

Pl~ PSが検出された。この内，出入りロピットに想定されるのが P3で， 42cmx33cmの楕円形で深さ

23cmを測る。 Plは浅い掘り込みだが，貯蔵穴か。 P2.4.5については性格の特定はむずかしい。

ドは西壁中央に位置し，袖部は良好に遺存する。火床部は 5層下で焼士ブロックの混人が見られる。煙

道部は燃焼部奥で22゚ の傾斜で立ち上がってフラットとなるが，上部は06M溝状遣構に切られる。袖部

の構築は，粘度の高い褐色粘土を芯として，砂質粘土を積み上げている。床面はソフトローム中の地床

で，P3前から直線上に硬化面が検出された。覆土は 1層に見られる賠茶褐色土が斑点状に含まれる状

況を考慮すると自然埋没層か。

遺物はカマド中・脇を中心に住居中央， Pl上層から出土している。カマド中出土の13.14.16.18.21と

袖上出土の 9は本跡に伴う遣物として判断している。また，手づくね士器が15点以上出士しているが各

写真図版7.17) 

カマ
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22D土層説明

1. 暗茶褐色土 暗茶褐色土斑点状に混入。焼土粒少量混入。粘性弱

く，締まりやや欠く。

2. 暗茶褐色土 1層類似。暗茶褐色土の混入少ない。焼土は稀少量。

3. 暗茶褐色土 1層類似。ローム粒若干混入。締まっている。

4. 暗褐色士 ローム粒混入。締まりやや欠く。

5. 暗茶褐色土 ローム粒ほとんど含まない。粘性弱い。

6. 暗茶褐色土壁崩壊のローム含む。締まりやや見られる。

7. 茶褐色土 崩壊ローム主体。締まりやや見られる。

8. 茶褐色土 ローム粒主体。締まり強い。

2m 

22Dカマド土層説明

1. 黒褐色土 淡褐色砂質粘土混入。

2. 暗褐色土 淡褐色砂質粘土，焼士粒混入。

3. 淡褐色土 淡褐色砂質粘土主に黒色土混入。

4. 暗褐色土 暗褐色士，淡褐色砂質粘土混合層。

5. 暗褐色土 ローム粒，焼土プロック混入。

6. 暗褐色土 4層類似。黒色土が含まれる。

7. 暗褐色士 ローム，黒色土混合層。

8. 黒褐色土 黒色土主に淡褐色砂質粘土混入。

9. 淡赤褐色土焼土化砂質粘土，黒色土混合層。

10. 淡褐色土 淡褐色砂質粘土主に黒色士少量混入。

11. 暗褐色土 ローム，黒色土混合層。

12. 淡褐色砂質粘土 カマド袖部分。

13. 褐色粘土

14. 暗褐色士 淡褐色砂質粘土＋暗褐色土。

13 

第30図 22D遺構実測図
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第21表 22D遺物観察表 (1)

挿図番号 器種 寸法 (cm) 遺存度 色 調 胎土 手法上の特徴

31図 l土師器 口径 12.5 口辺～体部 外茶褐色 白色粒，赤色 口辺部外ー横なで体部外ー横位ヘラ削り 内

杯 遺存高 4.1 1/5遺存 内黒灰色 粒，雲母 ー縦位ヘラ磨き 炭素吸着による黒色処理

2土師器 口径 8.4 口辺～｛本部 茶褐色 白色粒．雲母 体部内ーなで整形外ー横位ヘラ削り

杯 遺存高 2.3 1/5遣存

3土師器 口径 106 口辺～体部 白橙褐色 赤色粒 口辺部横なで体部外ー不明瞭だがヘラ削り

杯 遺存裔 2.9 1/6遺存 口縁は玉縁状になっている。

4土師器 口径 15.5 口辺～体部 淡茶褐色 白色粒，石英 口辺部内外横位ヘラ磨き体部外ー横位ヘラ削

杯 遺存高 3.0 1/6遺存 り内ー放射状ヘラ磨き漆仕上げによる内面

黒色処理

5土師器 口径 14.1 口辺～底部 外暗褐色 白色粒，雲母 ロクロ使用体部下端回転ヘラ削り調整

杯 器高 4.4 1/5遺存 内淡橙褐色

底径 6.0 

6土師器 口径 15.6 口辺～体部 淡橙褐色 長石，雲母 ロクロ使用体部下端回転ヘラ削り調整

杯 遺存高 3.7 1/6遣存 小礫 内面磨き状のなで調整

7土師器 口径 21.4 口辺～体部 淡橙褐色 長石，雲母 ロクロ使用体部下端回転ヘラ削り調整内面

杯 遺存高 4.1 1/6遺存 内黒色処理？ 小礫 横位ヘラ磨き後漆？による黒色処理か。

8土師器 口径 13.6 口辺～底部 淡橙褐色～暗茶 白色粒，雲母 ロクロ使用体部下端回転ヘラ削り調整

杯 器高 3.6 1/5遺存 褐色 長石

底径 7.8 

9土師器 口径 13.0 完形 淡橙褐色 白色粒，小礫 ロクロ使用底部切り離しは回転糸切り後局台

皿 器高 2.4 底径 6.3 を貼付。

10 土師器 底径 6.7 底部～イ本部 淡橙褐色 長石，白色粒・ ロクロ使用体部下端回転ヘラ削り調整底部

坪 遺存高 2.1 雲母少量 回転糸切り後周縁回転ヘラ削り調整

11 土師器 底径 7.3 底部～体部 淡褐色 長石，石英 ロクロ使用底部切り離しは回転ヘラ切り。

杯 遣存高 0.9 

12 土師器 底径 67 底部1/4 橙褐色 小礫，白色粒 ロクロ使用体部下端回転ヘラ削り調整底部

杯 遺存高 1.3 雲母 回転糸切り後周縁ヘラ削り調整

13須恵器 口径 29.4 口辺～胴下 灰褐色 赤色粒，白色 胴部外—平行叩き目文 内一当て具痕，粘土紐

甑 遺存高 24.0 半1/5 粒，雲母 痕跡から幅3cm程度の粘土板積み上げ成形

14須恵器 口径 22.2 口辺～胴下 淡灰褐色 長石，白色粒 胴部外ー水挽きないし横位なで整形，内ー指頭

甕 遣存高 10.5 半1/3 圧痕，なで整形

15須恵器 底径 15.6 底部～胴下 暗赤茶色 赤色粒，白色 胴部外ー下端部ヘラ削り，内ーなで整形

甕 遺存高 3.5 端の一部 粒，雲栂

16須恵器 底径 10.8 底部～胴下 淡青灰色 白色粒，白色 胴部外ー下位～下端横位ヘラ削り，上部に平行

甕 遺存高 8.6 半全周 針状物，2-3m 叩き目文

m大黒青色粒

17須恵器 底径 11.3 底部全周 暗青灰色 長石，白色粒 胴部外ー下端部横位ヘラ削り，底部外面中央に

甕 遺存高 2.4 雲母，小礫 焼成前のヘラによる刻書［七」が見られる。

18須恵器 最大遺存径 口辺部一部 淡青灰色 長石，白色粒 4本単位の波状文がめぐる。

甕 46.0 雲母

19土師器 口径 15.8 口辺部1/4 外暗茶褐色 赤色粒，白色 口辺内外横なで 胴部外ー縦位ヘラ削り，内ー

甕 遺存高 4.3 内黒茶褐色 粒，雲母 なで整形

20 土師器 口径 18.2 口辺部のみ 淡橙褐色 赤色粒，白色 口辺内外横なで 胴部外ー縦位ヘラ削り，内ー

甕 遺存高 7.7 粒，雲母，長石 横位ヘラなで

32図 21 土師器 口径 21.0 口辺～胴下 暗茶褐色 白色粒，小礫 口辺内外横なで 胴部外ー縦位ヘラ削り後なで

甕 遺存高 20.4 半ほぼ全周 少量の雲母 整形内ーなで整形

22 土師器 口径 5.8 底部2/3 暗褐色 白色粒，雲母 なで整形

手づく 器高 18 底径 5.0 

ね

23 土師器 底径 5.0 底部1/2 暗茶褐色 白色粒，雲栂 なで整形

手づく 遺存高 1.9 

ね

24 土師器 口径 50 底部2/3 淡茶褐色 白色粒，雲母 内外面共に指頭痕明瞭，指なで整形

手づく 器高 1.3 底径 4.0 長石

ね

25 土師器 口径 6.0 底部2/3 外淡橙褐色 白色粒，雲母 外ー指なで 内ーなで整形

手づく 器高 1.9 底径 5.0 内黒茶褐色 石英

ね
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第31図 22D出土遺物 (1)
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第32図 22D出土遺物 (2)

゜
20cm 

個体の出土地点，出上レベルがばらばらであり，本遺構に伴う遺物か否かは手づくね祭祀の存続時期や

古墳時代後期の混入遺物としての可能性を考慮しても判定はむずかしい。

第22表 22D遺物観察表 (2)

32図 26土師器 口径 5.6 底部1/2 淡茶褐色 白色粒 内外面共に指なで整形

手づくね 器高 2.2 底径 5.0 

27土師器 底径 4.8 底部全周 暗茶褐色 白色粒，雲母 内外面共になで整形

手づくね 遺存高 2.0 

28土師器 口径 4.9 底部2/3 外淡茶褐色 白色粒．雲母 内外面共になで整形

手づくね 器高 2.3 底径 5.0 内黒茶褐色 砂粒

29土師器 口径 5.6 底部1/3 暗褐色 白色粒，雲母 内外面共になで整形

手づくね 器高 1.7 底径 5.4 

30土師器 口径 53 底部2/5 淡橙褐色 白色粒，雲栂 内外面共になで整形

手づくね 器高 1.2 底径 4.6 長石

31 土師器 口径 4.5 底部1/2 暗褐色 白色粒，雲母 内外面共になで整形

手づくね 器高 27 

32土師器 底径 5.4 底部全周 暗茶褐色 白色粒，雲母 内外面共になで整形

手づくね 遺存高 1.9 

33士師器 口径 6.2 底部3/4 茶褐色 白色粒．雲母 内外面共になで整形 底部木葉痕

手づくね 器高 1.6 底径 59 

34土師器 口径 5.1 底部1/3 暗褐色 白色粒，赤色 輪積み後指なで整形

手づくね 遺存裔 2.7 底径 3.6 粒

35土師器 底径 4.0 底部全周 暗茶褐色 白色粒，雲母 輪積痕明瞭，なで整形底部外面に「 X」のヘラ書き

手づくね 遣存高 2.2 長石

36 土師器 底径 4.8 底部1/3 外橙褐色 白色粒，雲母 輪積痕明瞭，ヘラなで整形

手づくね 遺存高 3.2 内黒茶褐色

第 4節掘立柱建物跡

本遣構については各時代の概要で触れているため， 08Hが平安時代， 09Hが古墳時代後期に帰属するこ

とのみで各遺構の概要に移りたい。

08H掘立柱建物跡（第33図

調査区中央やや東寄りの CIII -7.11グリッドに位置し， 06M溝状遺構に切られる。規模は 2間 (4.lm)

x2間 (3.6m)で，桁行方位はN-64°-Wである。柱間寸法は桁行2.05m等間，梁行1.8m等間を測る。

掘り方規模は70~90cmの円形で，深さ40~60cmを測る。掘り方覆土は，全体としては部分的に撞き固

められた層の残存と柱抜き取り後の再堆積層が主体的である。 P4において柱の立ち腐れと想定される

上層堆積が見られる。22Dと同一方位をとる。遺物は出土しなかった。

写真図版10)
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第33図 08H・09H遺構実測図
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08H C-C' 問土層説明

(P-5) 

l 暗褐色士 黒色＿十，ローム混合層。粒十細かい。
2, 暗褐色土 1層類似。黒色土の混入多い。
3' 黒褐色土 ローム粒少塁含む。
4' 暗褐色土 1層類似。 5mm大ローム粒混入。
5, 褐色土 ローム土主体。
6 暗褐色土黒色上ローム混合層。締まっている。
7' 賠褐色土 黒色土，ローム混合層。ローム粒やや多い。
8_ 暗褐色ナ 黒色」--, ローム混合層。黒色土やや多い。
9, 褐色土 ローム粒主体に黒色土混入。
10 暗褐色土 黒色土，ローム混合層。やや粘質。
lL暗褐色土 黒色土，ローム，ロームプロック混合層。
12 褐色土 ローム粒主に黒色七混入。
(P-6) 

l, 賠褐色土馬色土，ローム混合層。粒子細かい。
2 黒褐色t ローム粒少量混入。
3' 黒褐色土 ローム粒斑点状に入る。
4 黒褐色土 3層類似。黒色土やや多い。
5' 黒褐色土 3層類似。ロームやや多い。
6 暗褐色土 黒色土，ローム混合層。やや締まる。
7ー暗褐色上 6屑類似。やや軟質。
8' 暗褐色土 ローム粒に，黒色土少櫨混入。締まっている。
9 暗褐色＋ ローム土上体。思色上ごく少最混入。締ま

っている。

10 褐色士 黒色土少星混入。締まっている。
(P-7) 

し暗褐色土黒色土，ローム混合層。粒子細かい。
2' 煤褐色土 ロームプロック混入。
3, 暗褐色土 黒色土，ローム混合層。ローム粒やや多い。
4 暗褐色ナ 黒色」C, ローム混合屑。ローム粒斑点状に

入る。

5_ 暗褐色士黒色七ローム混合層。 2~3mm大ロー
ム粒全体的に入る。

6 暗褐色土 黒色土，ローム混合層。締まっている。
7, 暗褐色土 黒色土，ローム，ロームプロック混合層。

締まっている。

8 暗褐色1: 7層類似。黒色土の混入やや多い。

08H D-D' 問土層説明

l, 賠褐色土 ローム粒全体に含む。炭化粒，焼土粒少量
含む。粒子細かく締まる。

2' 暗褐色土 1層類似。黒色土粒の混入多い。
3 暗褐色土 黒色土主に 1mm大ローム粒少量混入。
4 暗褐色土黒色土ローム混合層。やや締まっている c

5' 賠褐色土 3層類似。ローム粒の混入少ない。
6 賠褐色ナ 黒色1:, ローム，ロームプロック混合層。

締まっている。
7 褐色土 ローム，ロームプロック混合層。締まって

いる。
8, 褐色土 ローム土。

9 暗褐色土黒色土，ローム混合層。粒子細かい。
10. 暗褐色土 ローム，焦色土， 2~3mm大ローム粒混入。

粒＋細かい。

lL 賠褐色土 ローム粒主に，黒色土少量混入。粒子細かい。
12 褐色七 ローム土主に，暗褐色土少量混入。締まっ

ている。

13 褐色土 ローム土主に，ロームプロック少量混入。
締まっている。

14. 黒褐色土 ロームブロック少量混入。粒子細かい。
15 黒褐色土 14層類似。ローム粒やや多い。
16 暗褐色土 ローム，暗褐色土混合層。やや締まる。
17 暗褐色土 16層類似。黒色土少量含む。
18 暗褐色上 4層類似。ロームやや多い。

08H E-E' 間土層説明

1. 暗褐色土 黒色土，ローム混合層。粒子細かくさらさらしている。
2 暗褐色土 1層類似。 2mm大ローム粒混入。
3 暗褐色土 1層類似。ロームプロ yク混入。
4 賠褐色土 2層類似。黒色士の混入やや多い。
5 暗褐色上 黒色土上体。ローム粒少量混入。
6 暗褐色土 黒色土，ローム混合層。ロームプロック混人。
7 賠褐色」 ローム主に賠褐色上混入。締まっている。
8 褐色上 ローム土主体。黒色土少晟混入。
9 褐色土 ロームic。
10. U音褐色土 ローム，黒色土斑点状に含む。締まっている。

08H F-F' 間土層説明

1 黒褐色土 ローム粒少量含む。さらさらしている。
2 烹褐色上 1層類似。烹色土の混入やや多い。

3' 暗褐色ナ 黒色土ローム混合層。粒子細かい。
4. 黒褐色土 黒色土主にローム粒少昼含む。
5 賠褐色十 ローム粒主に黒褐色十，ロームブロック掘入。
6' 暗褐色土 黒色土，ローム混合層。やや締まっている。
7 暗褐色土 6層類似。ロームプロノク混入。
8 賠褐色上 6脳類似。黒色土やや多い。
9 暗褐色土 7層類似。黒色十やや多い。
10 暗褐色上 烹色土主にローム粒混入。
IL褐色土 ローム主に黒色土混入。締まっている。

09H土層説明
l 暗褐色・ト 明るめの暗褐色上が斑点状に混入。粘性弱く，締まり「に
2' 賠褐色土 1層類似。賠褐色土の混入やや多い。粘性弱く，締まりやや弱い。
3 暗褐色十 少量の暗褐色上を斑点状に含む。粘性締まり共に中。
4. 暗褐色土 1~2mm大のローム粒を少量混入。粘性弱く，締まりやや弱い。
5 暗褐色土 ローム土を斑点状に少量含む。粘性締まり共に中。
6 暗褐色土 褐色土を斑点状に含む。 1~2mm人ローム粒少量含む。粘件締まり共やや強い。
7 暗褐色土 3層類似。粘性弱く，締まりやや弱い。
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09H掘立柱建物跡（第33図 写真図版10)

調査区北東コーナーのD皿ー 2グリッドに位置する。規模は 1間 (1.75m~2.0m) x 1間 (2.5m)で，

桁行方位はN-44°-Eである。掘り方規模は40~45cmの円形で，深さ15~40cmを測る。掘り方の覆

土は全体的に自然埋没層で， P2においてわずかに撞き固められた 6層と柱抜き取り後の土層堆積が観

察される。19D,20Dと同一方位をとる。遺物は出土しなかった。

第5節 ピット・溝状遺構

時期不明のピット 2基と中惟～近世以降と想定される溝状遺構 5条を検出した。溝状遺構については

重複関係から04M→OlM. 05M, OlM→ 06Mへと新しくなることが確認された。以下，各遺構について

述べていくこととする。

203P土坑（第34図写真図版11)

調査区中央やや東寄りの Cill-11グリッドに位置する。重複はなく良好に遺存する。ややいびつな円

形で， 0.54mx 0.62m, 深さ0.3mを測る。壁面は片側で角度をもって，他方でやや緩やかに立ち上がる。

底面は平坦を意識していない。掘立柱建物の掘り方の覆士に相似しているが，他の掘り方は検出されな

かった。 1.2層が再堆積層で，他層は撞き固めた層と想定される。遺物は出土しなかった。

204P土坑（第34図写真図版10)

調査区北東コーナーのDill-2グリッドに位置する。09Hと重複する。2.lmx0.51mの楕円形で，深さ

0.22mを測る。長軸方位はN-36°-Eである。壁面は63゚ の角度で立ち上がる。底面はやや凹凸が見ら

れるが，おおむね平坦である。覆士は暗褐色上の自然埋没層である。遺物は出土しなかった。

01~06M溝状遺構（第35.5図写真図版 1)

OlMは，調在区南東から北西に縦走する溝で06Mに切られ， 04Mを切っている。規模は幅0.85m,深さ0.1

~0.22mを測る。覆土は暗褐色土の自然埋没層である。

02Mは，調査区南側のBN-5グリッドに位置する。04Mと重複するが，前後関係は不明である。規

模は幅1.05m,深さ0.19mを測る。覆土は暗褐色土の自然埋没層である。

04Mは，調杏区内でコの字状の平面プランをもち， 02Mと重複関係にある。またOlM,05Mに切られる。
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第34図 203P・204P遺構実測図

203P土層説明

6. 褐色土 褐色上が斑点状に少量混入。粘性締まり共に中。

7. 褐色土 褐色土が斑点状に多量に混人。粘性締まり共に中。

1. 暗褐色七 褐色上が斑点状に少量混入。粘性締まり共にやや弱い。

2. 暗褐色土 褐色土が斑点状に少量混人。粘性締まり共に中。 204P土層説明

3. 暗褐色士 褐色土が斑点状に 2層より多く混入。粘性締まり共に中。 l. 暗褐色土褐色土が斑点状に少量混入。粘性弱く，締まりやや弱い。

4. 賠褐色土 褐色土が斑点状に多量に混入。粘性締まり共にやや強い。 2. 暗褐色土 1層より多く褐色土が斑点状に混入。粘性弱く，締まりや

5. 褐色土 暗褐色土が斑点状に少量混入。粘性締まり共にやや強い。 や弱い。
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CD A-
-A' 

E- -E' 

06M 
04M 

A-A' 閻土層説明

］．茶褐色土 1~2mm大のローム粒を微量含む。粘性弱く，締まりや
や弱い。

2. 暗褐色土 1~2mm大のローム粒を微量含む。粘性弱く，締まりや
や弱い。

3. 暗褐色土 茶褐色土を斑点状に含む。 1~2mm大のローム粒を微量
含む。粘性弱く締まりやや弱い。

4. 茶褐色土 暗褐色土を斑点状に含む。 1~2mm大のローム粒を含む。
粘性締まり共にやや弱い。

5. 暗褐色土 茶褐色土を斑点状に含む。 1~2mm大のローム粒を微量
含む。粘性弱く締まりやや弱い。 3層より暗い。

6. 暗褐色土 1~2mm大のローム粒を含む。粘性締まり共にやや弱い。

7. 茶褐色土 暗褐色土を斑点状に含む。 1~2mm大のローム粒を微量
含む。粘性弱く締まりやや弱い。

B-B' 間土層説明

］．暗褐色土 茶褐色土を斑点状に含む。 !~2mm大のローム粒を微量
含む。粘性弱く締まりやや弱い。

2. 暗褐色土 茶褐色士を斑点状に含む。 1~2mm大のローム粒を微量
含む。粘性弱く締まりやや弱い。 1層より暗い。

3. 茶褐色土茶褐色土，ロームを斑点状に含む。 1~2mm大のローム
粒を含む。粘性弱く，締まりやや弱い。

4. 暗褐色土 茶褐色土，褐色土を斑点状に含む。 1~2mm大のローム

粒を徴量含む。粘性弱く，締まり中。
5. 褐色士 暗褐色土を斑点状に含む。粘性弱く，締まりやや弱い。

C-C' 間土層説明

］．暗褐色土 1~2mm大のローム粒を多量に含む。粘性弱く，締まり
やや弱い。

2. 暗褐色土 褐色士を斑点状に含む。 1~2mm大のローム粒を微量含
む。粘性やや弱く，締まりやや弱い。

D-D' 間土層説明

］．暗褐色士 茶褐色土を斑点状に含む。 1~2mm大のローム粒を少量

含む。粘性弱く締まり中。

2. 茶褐色土 暗褐色土を斑点状に少量含む。 1~2mm大のローム粒を
微量含む。粘性弱く，締まりやや弱い。

3. 茶褐色土 暗褐色土を斑点状に含む。 1~2mm大のローム粒を微量

含む。粘性締まり共に弱い。

4. 暗褐色土 茶褐色土を斑点状に多く含む。 1~2mm大のローム粒を
少量含む。粘性弱く，締まり中。

5. 暗褐色土茶褐色土を斑点状に少量含む。 1~2mm大のローム粒を
少量含む。粘性弱く，締まりやや弱い。

6. 暗褐色土茶褐色土を斑点状に多く含む。 1~2mm大のローム粒を
少量含む。粘性弱く，締まりやや弱い。

E-E' 問土層説明

］．暗褐色士 茶褐色土を斑点状に含む。 1~2mm大のローム粒を少量
含む。粘性締まり共に弱い。

2. 茶褐色士粘性弱く，締まりやや弱い。

3. 茶褐色土 ロームプロック混入。粘性締まり共に弱い。
4. 暗褐色土茶褐色土を斑点状に多く含む。 1~2mm大のローム粒を

少量含む。粘性やや弱く．締まり弱い。

5. 褐色土 ローム主に暗褐色土を少量含む。粘性締まり共に弱い。
6. 暗褐色土 1~2mm大のローム粒を多く含む。粘性締まり共に弱い。

G-G' 間土層説明

1. 黒色士 茶褐色土、ローム混入。粘性締まり共に弱い。
2. 黒色土 暗褐色土，ローム混入。 1層よりローム多い。

3. 褐色土 ローム土主に,2層が混入する。

゜
10m 09D 

A-一 15.60m ー ・A'

B--15.90m -~ ー ・B・

D•-15.80m -•D' 

＼ 
E・ 一15.80m -・E' 

ヽ

G・ 一 16.00m --G' 

―支ミ土亨

F--15.90m ―.F' 

c--16.00m -・C' 

こ ゜
lm 

第35図溝状遺構実測図
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第36図溝内出土遺物

規模は幅0.88m,深さ0.35~0.45mを測る。断面は東と北側立ち上がりで中場をもつ。覆土は賠褐色士～

褐色土の自然埋没層である。

05Mは，調査区南側のBN -13.14グリッドに位置する。04Mを切る。規模は幅0.85m,深さ7~8cmを

測る。

06Mは，調査区を南北方向に縦走する溝で， 08H.22D. OlMを切っている。南側で亜方向に緩いカー

ブを描き調査範囲外になっている。規模は幅1.5m,深さ0.32mを測る。覆士は暗褐色土～褐色士で，何回

かの覆土の溝さらいを経ているようである。

第23表溝内遺物観察表

挿図番号 器種 寸法 (cm) 遺存度 色 調 胎土 手法上の特徴

36図 l土師器 遺存局 3.8 脚部全周 外赤褐色 白色粒，雲母 杯部内ーヘラ磨き後炭素吸着による黒色処理

高杯 内漆黒色 脚部外ー縦位ヘラ削り後なで整形 外面赤色塗彩 04M 

出土

2土師器 口径 6.0 全体2/5 外赤茶褐色 白色・赤色粒 外ー指なで，内ーなで

手づくね 器高 2.9 底径 5.4 内黒褐色 石英 02M出土

3 土師器 口径 10.4 全体1/4 赤茶褐色 白色粒，雲母 輪積み成形口辺部外面と内面中位一横なで

手づくね 器高 62 底径 5.3 体部内ーなで整形 底部木葉痕 02M出土

4 土師器 口径 4.8 全体1/2 淡茶褐色 白色粒 内外なで整形

手づくね 器高 1.5 底径 4.7 06M出土

5 土師器 遺存扁 1.9 底部1/2 外赤茶褐色 白色粒，雲母 外ー指なで，内ーヘラなで

手づくね 内淡茶褐色 06M出土

6須恵器 遺存高 胴部の一部 淡青灰色 長石多含 胴部外ー横位平行叩き目文

甕 OlM出土

7土師器 底径 9.2 底部1/2 淡橙褐色 白色粒，砂粒 ロクロ使用蘭台付杯 高台部欠損

坪 遺存高 10 OlM出土

8 軽石 縦長2.8横長1.7重さ2.6g 上面と側面に縦位の擦痕が見られる。04M出土

9 銭貨 直径2.1内径0.8重さ2.6g 完形冗豊通賓（北宋）行書体 06M出土
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第3章 まとめ

第 1節縄文時代

今回の調壺において陥穴 l基，炉穴 1基を検出した。 a地点においても同遺構，同基の成呆をあげて

いる。陥穴は 2基とも形態において相違が見られるが，占地，主軸方位においては似た傾向を示してい

る。今回調査の202Pは3.22mx 1.49mで，深さ1.55mを測る。主軸方位はN-29°-Wで，確認面での標

高は15.7mである。前回調査の26Pは1.38mx 0.87mで，深さ0.78mを測る。主軸方位はN-30°-Wで，

確認面での標高は15.9mである。時期については不明であるが，北側に広がる高津川の水場に至るケモ

ノ道上ないしは追い込み猟の一地点に設置されたと考えられる。炉穴については形態，占地とも類似性

がなく，住居の炉としての可能性もあり判断はむずかしい。遺物では前回調査と同様に中期前半阿玉台

I. II式及び阿玉台式併行の勝坂式系土器の他に早期条痕文系土器が出土している。点数は小片を含め

ても20点程度で本遺跡においては非常に客体的である。

第2節古墳時代

本遺跡の主体となる時期で，中期の竪穴住居跡 1軒が a地点において客体的に検出された他は，全て

後期である。今回の調壺において竪穴住居跡 6軒，床硬化面 1箇所，掘立柱建物跡 1棟を検出した。 a

地点では竪穴住居跡13軒，掘立柱建物跡5棟，士坑8基を検出している。 a. b両地点を通じた遣構の

時期は， 6世紀後半・末葉~7世紀前半以降でおおむね50~70年間の存続期間が想定できる。遺構変遷

及び遺物については節を改める。

第3節平安時代

a地点では竪穴住居跡 5軒，掘立柱建物跡 2棟を検出している。報告時において溝状遺構 l条を当時

期に想定したが，今回の調介において近世以降の遺構と判明したのでここに訂正する。今回の調壺では

竪穴住居跡2軒，掘立柱建物跡 1棟を検出した。 a. b両地点を通じた遺構の時期は， 9懺紀第 2四半

期を中心とした前後の 9枇紀前半～半ばに想定される。遺構変遷及び遺物については別記する。

第4節中・近世以降

中世については遣構は検出されなかった。遺物は，元豊通賓が 1点06M溝内から出土した。近接地の

遺跡としては，直線距離にして西600mの位置に高津館跡が所在する。士塁や堀が遺存するが，構造・

規模・築造時期等は不明である。また，西隣接地の高津新山遺跡では地下式坑数基が検出され，中世陶

器片等が出土している。

近枇以降では，溝状遺構が5条検出された。重複関係から04Mが一番古く，続いてOlM・05M,最後

に06Mとなる。この内02,04,05,06Mは同一方向であり，公図上にも南側に細長く分箪されている部分が

ある。明治15年の陸軍迅速図では内込遺跡一帯は畑地であり，畑の区画上施設と考えている。

第5節 内込遺跡a. b地点における遺構の変遷について（第37図）

a地点については既に報告書刊行済であるが，今回調査の08D,09Dがa地点調査分と合体して一遺

構になる点， a地点の成果を援用しつつ内込遣跡の土地利用としての遺構の変遷過程を明らかにしてい

く方がより多くの情報量が得られることから，遺構についてのみ紙面をさくこととしたい。

遺跡は古墳時代中期～平安時代前半の 6期に分けられる。2.3期及び 5.6期は，時間輻としては遺物観
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察上の前後関係である。縄文時代以外の本遺跡の開始時期は，遺跡全体の最終的判断ではないが a. b 

地点及び緩い谷津を隔てた西隣接地の高津新山遺跡を参考としてみると，古墳時代前期をさかのぼる可

能性は少ない。高津新山遺跡では，古墳時代前期末葉に数軒の竪穴住居跡，後期後半(7世紀中ば～後半）

に数軒規模の竪穴住居跡群そして奈良•平安時代に竪穴住居跡109軒，掘立柱建物跡21棟を検出し，奈良・

平安時代に花開いた遺跡と言える。反対に内込遺跡では，古墳時代後期 (6世紀後半・末葉~7世紀前

半以降）に主体をおき，平安時代にやや散漫となる傾向である。

1期

内込遺跡の開始としては，小竪穴遺構 1基の検出である。時期は古墳時代中期 (5世紀代）に想定さ

れる。遺構は一時的な使用と見られ，少量の焼土と遺物を 1点検出したのみである。

2期

竪穴住居跡11軒，掘立柱建物跡4(5)棟で構成され，何らかの意図により遺構数が増加し，内込遣跡

の主体となる時期である。遺跡内は南～北に向けて低くなる地形で，南側で標高16.3m,北側で14.9mと

1.4mの比高差を持っている。遺構は全体に分布するが中央～北側の一群と南側の一群に大別される。

各々竪穴住居と掘立柱建物により構成される。時期は 6枇紀後半・末菓~7世紀初頭に想定される。

3期

竪穴住居跡5軒で構成される。占地は 2期と同様である。前述したように2.3期は若干の時間差を遣

物から伺える程度であり， 2期と包括した中で考えるべきものであろう。時期は 6枇紀末葉~7枇紀前

半に想定される。

4期

竪穴住居跡4軒，土坑 7基で構成される。占地は北側の低い部分を避け，標高15.6m~ 16.3mの南北方

向の中央やや北から南側に位罹する。遣構数の減少が著しく，主体となる一群が移動したと考えられる。

この期をもってしばらく，内込遺跡から人足は途絶える。時期は 7世紀前半以降に想定される。

5.6期

5期は竪穴住居跡 2軒で構成される。前述したように， 6期との明確な時間差は遺物から若干の前後

を伺える程度で5.6期を他括的に扱っていくこととしたい。 6期は竪穴住居跡5軒，掘立柱建物跡 3棟で

構成される。占地としては 4期以降を踏襲した形で，北側の低い部分は避けて遣構が造られる。遺構は

北側と南側の一群に大別される。ただ，両者間に「井」を共通認識とした墨書土器で「吉井」，「子野井」，「井J

が出士している。高津新山遣跡でも「井」の墨書土器が出士していることから，高津新山ムラからの分

派と考えるのが妥当であろう。

第 6節 内込遺跡 b地点における 2期から 6期の遺物について

内込遺跡 b地点では遺物観察から 6世紀後半・末菓~7世紀前半以降と 9世紀前半～中葉にかけての

土師器，須恵器，土製品，石製品，鉄器等が出土している。以下 a地点検出の 1期 (5世紀代）を除い

た2期~6期について外観してみたい。

2期（第38図）

24Dを標準とした。陶邑編年 TK43型式で 6世紀後半～末業に位置づけられる。土師器のみで構成さ

れ，杯，高杯，小型鉢，鉢，小型甕，甕，甑，支脚が出土した。杯類は杯甑模倣形態が主体的で，口径

13~14cmとやや大振りである。黒色処理は漆仕上げ，炭素吸着の二者が見られる。本跡遣物はほぼ共

伴遺物であり，杯についてもバラエティーに富んでいる。この中で， 2.3.4はほぼ同一人ないし集団によ

る規格品と見られる。直立した口辺部で，口縁端部は内削ぎで沈線状の凹みが巡っている。同様の口縁
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①
 

第37図 内込遺跡a.b地点遺構変遷図 (S
=1: 1,500) 
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端部処理は20.21.22においても見られる。この 3点は口辺部に 2~3の段を持ち，炭素吸着による黒色

処理を施す有段口縁杯である。この二者の口縁端部処理は．中村編年 I型式諸段階に見られる蓋杯の蓋

に類似性が見られる。有段口縁杯については，体部のヘラ削り調整を除いて須恵器の忠実な模倣と言え

ないだろうか。なお，この 3点の有段口縁杯は，田中広明氏の分類に従えば20.21がBl系列， 22がA系

列だがやや趣を異にしている。時期としては，有段口縁杯II期の範疇と思われる。甕についてはやや胴

の張る球形で，口辺部がくの字状を呈する在地甕と小型甕がセットとなっている。甑は頸部がくの字状

で胴上半部にやや丸みを持つ肌孔式形態である。

09Dは6世紀末葉以降に位置づけられる。杯は坪身形態の1.2で口径11~13cm,矮小化した 3が混入

している。甕は在地甕でも球形で大型タイプのものと小型甕が出土している。

20Dでは矮小化した杯が主体でやや後出の段階である。混人遺物ではあるが， 6の有段口縁杯が出士

している。

25Dは硬化面のみで規模等は不明であるが， a地点02Dに類似した形態と想定される。遺物は杯，高

杯が出土した。 1は有段口縁杯で，口径18.3cmと大振りで A4系列に属し，時期は有段口縁杯 II期の範

疇と思われる。高杯は杯部～脚部外面に赤彩され，杯部内面に炭素吸着による黒色処理を施す。

3期（第39図）

内込遺跡では， この段階から須恵器が食膳具として供給されるようになる。23D1は関東産蓋坪， 19D

1は判断がつきにくいが， 10は武蔵産の甕である。本期の時期は陶邑編年 TK209型式併行期~TK217型

式で 6世紀末葉~7世紀前半に位置づけられる。士師器杯は出士遺物が少ないが，杯蓋模倣形態が主体

的である。

19DはTK209型式併行期で 6世紀末菓~7枇紀初頭に位置づけられる。士師器では坪，高杯，小型甕，

甕で，須恵器では蓋杯，甕が出土している。土師器では，坪は杯蓋形態のみで，口径11~ 13cm,17cmと

ばらつきがあり，黒色処理の有無が見られる。高杯は脚部において柱状と脚部上半から広がる 2タイプ

が見られる。甕類は， 12の小型で口辺部がくの字状を呈するタイプと11の球形の胴部をもつ 2種の在地

甕及び本遺跡では，各期において客体的な常総型甕の 3種が見られる。須恵器杯身は受部径11.4cm,口

径14cmで全体にシャープさが見られる。堅牢な焼き上がりである。

23DはTK209型式併行期~TK217型式で 6枇紀末葉~7冊紀前半に位置づけられる。土師器では，杯，

高杯，手づくね，鉢，小型甕，甕で，須恵器では蓋杯が出土している。杯は杯蓋形態のみで，口径13~

15cm, 黒色処理の有無が見られる。甕類は， 8.9の小型で明確な底部を意識せず厚手のタイプと11.12の

球形だがやや長胴化し，大型化した在地甕の 2種である。須恵器杯蓋は口径11.3cm,器高4.3cmでやや

扁平，ロクロ Hや回転ヘラ削り調整はシャープさに欠けている。焼成は堅牢で締まっている。

4期（第39図）

08Dを標準とした。本期の時期は陶邑編年 TK217型式以降で 7枇紀前半以降に位置づけられる。（註1)

土師器，須恵器により構成される。土師器では杯，小型甕甕で，須恵器では蓋杯，短頸壺が出士して

いる。本跡遺物はほぼ共伴遺物であり， 14についてもほぼ廃絶時の遺物としてよい。士師器杯は須恵器

爺杯模倣形態のものは全くなく，椀形態のみである。口径は12~14cmで．器高は 4~5cmを測る。漆

仕上げと炭素吸着による黒色処理を施す5.7.8.9と未処理の 6が混在する。また8.9はほぽ規格品で，体部

外面のヘラ削り調整についても，一支点で同一方向に底面を数回削った後に横方向のヘラ削りを行うと

いう製作上の取決めがなされているようである。甕は，口辺部がくの字状を星する在地甕の13.15と14

の長胴甕の 3種が見られる。在地甕 2種は長胴化が著しく進んでいる。須恵器では蓋杯が杯身，坪蓋の

セットとして出士した。杯身は口径10.5cm,受部径9.3cm程度で器高は2.6~3.lcmを測る。杯蓋は口径
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第39図 内込遺跡 b地点3.4期遺物集成図 (S=1/200,1/10,1/5) 

9.9cm, 器高3.6~4.2cmを測る。坪身の受部径と杯蓋の口径から妥当なセットと言える。11の短頸壺はロ

辺部～胴上半部を欠失しているため全形が判らないが，底部は回転ヘラ削り調整により丸底となってい

る。上半部欠失後に杯類の収納用として再利用されている。これら須恵器類は東海産である。

08Dの遣物出士状況 (9ページ右側）の中で， P7前の壁寄りの位置に食器類が整理された状態で出

土した。二次的使用の短頸壺11中に士師器杯6.9.5と須恵器盗杯1が，大振りの土師器杯7中に須恵器蓋杯

4.3.2が，その回りに土師器杯8,倒位の土師器甕15,おそらく正位の土師器甕13,少し離れて正位の土師器

甕12が検出された。収納として観た場合，柱の後ろ側を食膳具の整理スペースとして使用していたこと

がいえよう。同様の空間利用は24Dにおいても見られる (25ページ右側）。こちらはカマド袖両サイド
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からで，左袖脇では，正位の甑内に杯7点が収納され，支脚が立て掛けられていた。右袖脇では正位

の甕 2点とその間に支脚が立て掛けられていた状況である。

5期（第40図）

b地点においては，竪穴住居跡 1軒のみの検出である。住居廃絶時の遺物は4と9で，他は混入遺物で

ある。本住居跡は人為的埋め戻しをしており，混入した遺物が住居廃絶時に近い遺物とすると5.6.7の杯

の形態， 8の土師器皿の出現時期を参考に， 9憔紀第 2四半期やや前とすることが妥当であろう。

6期（第40図）

b地点においては，竪穴住居跡 l軒，掘立柱建物跡 l棟の検出である。住居廃絶時の遺物は

9.13.14.16.18.21でその他は自然埋没による混入遺物である。カマド上出土の9の土師器皿， 5~8の土師器

杯類の形態を参考にすると 9冊紀第 2四半期に，また16.18を除く須恵器甕類の形態や整形技法として

平行叩き目文，手によるヘラ削り，体部内面の当て具痕等を考慮すると 9泄紀第 2四半期～第 3四半期

に想定されよう。19.20の土師器小型甕もやや後出の形態を持つ。よって，本期は 9世紀第 2四半期を中

心とした時期と想定できる。比較的まとまった手づくね土器の扱いは，住居覆士中に散漫に出土してい

るが何らかの意図により投棄したと考えたい。

以上，雑駁な形ではあるが，内込遺跡の遺構，遺物についてまとめてみた。古墳時代の遣物について

は，（財）千薬県文化財センターの田中 裕氏に実見いただいた。氏は現場中にも拘わらず，快く引き受

けていただいき，記して感謝の意を表したい。また，筆者の力贔不足から理解の至らない部分，誤認等

の部分があると思われるが全て筆者の責によるものであることをお断りしておく。
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註

(1)筆者の中では，東海産須恵器蓋杯の年代観，椀形態の土師器杯の主体量としての位置づけや a地点の同時期住居群の遺物構

成の中に須恵器蓋，杯等の新しい段階の遺物が一切見られないことから 7ill: 紀中葉を想定している。しかし，東海地方湖西窯跡

群などでは合子状の蓋杯形態とつまみ付き杯蓋，杯身形態の両者が同時期に生産されており，時期の特定はむずかしい状況である。
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図版2
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08D完掘状況（奥は 21D) 

壁際遺物出土状況 一塙カマドの天井部，煙通部がよく遺存し

ている。
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19D完掘状況
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図版5
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19D N0.2出土状況

19D N0.3出土状況

20D 完掘状況



21D完掘状況

21 Dカマド

No.4出土状況

カマド内 No.9遺存状況



22D完掘状況

（カマド奥は 06M)

22Dカマド

遺物出土状況
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23D完掘状況

230カマド

23D遺物出土状況
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25D床硬化面（中央右側）

及び遺物出土状況

08H完掘状況

（奥は 22D)

09H完掘状況

（中央は 204P)
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゜ーヒットー

202P完掘状況

202P土層堆積状況

; 205P完掘状況
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